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本書は、財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査 を実施 した天矢場遺跡 の調査成果 を

まとめたものです。

天矢場遺跡 は、山形県南部 の米沢盆地北東部 に位置する南陽市 にあ ります。南陽市は、開湯

900年 余 りの伝統ある赤湯温泉を柱 に、歴史 と観光のまちとして栄えて きました。歴史的遺産 と

して有名 なもの に、県内最大で東北地方で も6番 目の規模 を誇る国指定史跡 の稲荷森古墳があ

ります。 また、県内で も有数の 「果樹栽培のまち」として知 られてお り、遺跡周辺の土地 も宅地

とともにサクランボ ・ブ ドウ ・ラフランスな どの果樹栽培地 として利用 されています。

この度、一般国道13号 上山バイパス改築事業(中 川工区)に かかわ り、天矢場遺跡の発掘調査

を実施 しました。調査 では、縄文時代の陥穴 をは じめ とする各種の土坑が検出され、それ らの遺

構 に伴 って縄文時代早期末葉 か ら後期後葉 にわたる多様 な縄文土器や土製品等が出土 していま

す。 また、中世 ・近世の掘立柱建物跡や井戸跡 ・溝跡等が多数検 出され、 これに関連す る陶磁器

お よび石製品等 も出土 してい ます。 これ らの調査成果は、本格 的な発掘調査が これまでほ とん

どなされてこなかったこの地域の歴史 を究明 してい く際 に、貴重 な資料 となることで しょう。

埋蔵文化財 は、祖先が長い歴史の中で創造 し、育んで きた貴重な国民的財産 といえます。 この

祖先か ら伝え られた文化財 を保護す るとともに、祖先の歴史を学 び、子孫へ と伝 えてい くこと

が、私 たちに課 された重要な責務 と考 えます。その意味で本書が文化財保護活動の啓蒙や普及、

学術研究や教育活動などの一助 となれば幸いです。

最後 にな りますが、調査 において御支援、御協力いただいた関係者の皆様 に心か ら感謝 申し上

げます。

平成21年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 山口常夫
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本書は、一般国道13号 上山バイパス改築工事(中 川工区)に 係 る 「天矢場遺跡」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、現地調査説明会資料などの内容に優先 し、本書 をもって本報告 とする。

調査は、国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実

施 した。

本書の執筆は、須藤孝宏(第1・1工 ・IV章)、氏家信行(第 皿 ・VI章)が 担当 し、柏倉俊夫、小笠原正道、佐東秀

行、安部実、長橋至、伊藤邦弘、黒坂雅人が監修 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(世 界測地系)に より、高さは海抜高で表す。また、方位は座標

北を表す。

本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は、下記の通 りである。

SB… 掘立柱建物SD… 溝SE… 井戸SK… 陥穴、土坑SP… 柱穴

SX… 性格不明遺構P… …土器S… …礫W… …木製品

遺構 ・遺物実測図の縮尺 ・網点の用法は、各図に示 した。なお、遺構配 置図中の破線はA・C区 及びB・D区 の

境界 を表 し、遺物実測図中の断面図の▲は胎土に繊維が混入 していることを表す。

基本層序および遺構覆 土の色調記載については、2005年版農林水産省農林水産技術会議i事務局監修の「新版基準土

色帖」 によった。

発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々か ら御協力 ・御助言をいただいた。(敬 称略)

富山県埋蔵文化財センター 狩野睦

会津若松市教育委員会 小島克則 近藤真佐夫

弘前大学 関根達人

新発 田市教育委員会 鶴巻康志

阿賀野市教育委員会 中山俊道 古澤妥史

小松市立博物館 宮下幸夫

新潟県埋蔵文化財調査事業団 山本肇
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長橋至
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氏家信行(整 理主任)

伊藤純子
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山形県教育庁文化遺産課(平 成20年度)

南陽市教育委員会

山形県教育庁置賜教育事務所

基準点測量業務 株式会社横山測量設計事務所

地形 ・遺構測量業務 株式会社パスコ

自然科学分析業務 パリノ ・サーヴェイ株式会社
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柏倉賢助

酒井秀雄

武田武夫
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皆川泰
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草刈多喜

佐藤由美子
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草刈利男

澤口與助

吉田重夫

鏡広子

今野孝一

鈴木晴夫

渡邊みゆき
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1調 査 の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査に至る経緯

天矢場遺跡の発掘調査は、国道13号 の南陽市中川 ・山

形市蔵王飯 田間の交通混雑解消、安全性向上、沿道環境

改善のための整備 を目的 とする、一般国道13号 上山バイ

パス改築事業(中 川工区)に 伴 って実施 されたものであ

る。

本遺跡は、平成18年 度に行われた山形県教育委員会に

よる遺跡詳細分布調査 によって確認され、登録 された。

調査では、道路予定地内に係わる旧畑地 ・水田等 を対象

として、重機を用いて試掘 トレンチ(TT1～7)を 設

定 し、そこでの遺構 ・遺物の分布や包蔵状況 を確認 した。

その結果、設置 トレンチ3ヶ 所(TT3～5)に おいて

柱穴などの遺構が検出された。遺跡の時期 は遺構 に係 わ

る遺物がないため判然としないが、表採できる土器類の

大半が平安時代のものであることか ら、平安時代の集落

跡 として天矢場遺跡が新規登録 されることとなった。遺

跡詳細分布調査の成果をもとにした、県教育委員会 と国

土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所 との協議の

結果、記録保存を目的とした緊急発掘調査 を実施するこ

ととな り、発掘調査 は財団法人山形県埋蔵文化財 セン

ターが受託 した。

2調 査 の 経 過

(1)現 地での発掘調査

天矢場遺跡の発掘調査は、平成19年5月10日 から7月

17日 までの前期調査 と、平成19年10月1日 か ら11月6日

までの後期調査の2期 にわた り、合計72日 間で終了 し

た。各週の作業内容は、以下の通 りである。

◇第1週(5月10日 ～11日)

始めに、調査する前の遺跡近景写真を撮影 し、その後

事業予定地内に調査区を設定する。並行 して、調査事務

所の環境整備を行 う。

◇第2週(5月14日 ～18日)

重機による表土除去を5月14日 に開始する。調査区南

側(B区)は 完了、その後北側(A区)に 移行。B区 か

ら遺構検出作業を開始 し、完了後 に遺構検出面の写真 を

撮影する。

◇第3週(5月21日 ～25日)

重機による表土除去を、5月24日 に完了する(実 質9

日間)。A区 の遺構検出作業 を完了 させ、遺構検 出写真

を撮影する。並行 してB区 の遺構配置図(1/100縮 尺)

を平板測量によって作成する。また5月25日 には、基準

点お よび水準点 を設置 し(業 務委託)、10m×10mの グ

リッドを設定することで、遺構および遺物の記録 ・登録

の際に利用できるように した。

◇第4週(5月28日 ～6月1日)

B区 の遺構精 査を開始。各遺構 を半裁 した後、断面写

真撮影お よび断面図作成 を行 う。 これと並行 して、A区

の遺構配置図(1/100縮 尺)作 成 を開始する。

◇第5週(6月4日 ～8日)

B区 の遺構精 査および遺構図面作成 ・写真撮影を完了

し、6月6日 からA区 の遺構精査 に移行する。

◇第6週(6月11日 ～15日)

A区 南側 の遺構精 査 を行い、特徴的な遺構の図面作

成 ・写真撮影 を行う。

◇第7週(6月18日 ～22日)

A区 中央 の遺構精査 を行い、特徴的な遺構の図面作

成 ・写真撮影 を行う。

◇第8週(6月25日 ～29日)

A区 中央から北西側にかけての遺構精 査を行い、特徴

的な遺構の図面作成 ・写真撮影を行 う。

◇第9週(7月2日 ～6日)

A区 東側 の遺構精 査 を行い、特徴的な遺構の図面作

成 ・写真撮影 を行う。

◇第10週(7月9日 ～12日)

A区 の遺構精 査および遺構図面作成 ・写真撮影を完了

し、7月12日 に前期調査分(A・B区)の 空撮 ・写真図

化測量業務(業 務委託)を 行う。

◇第11週(7月17日)

A区 の井戸跡の遺構図面作成および完掘状況写真撮影

1
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を行 う。最後 に、国土交通省東北地方整備局山形河川国

道事務所の加藤建設監督官に調査成果を報告するととも

に、前期調査区の引渡 しを行い、前期調査の全工程を終

了する。

◇第12週(10月1日 ～4日)

後期調査区上に敷設 されていた中川小学校児童の通学

路 を、調査終了済みの前期調査区に付け替える工事が完

了するのを待 って、後期調査を開始する。後期調査区を

設定 して、重機による表土除去を10月2日 に開始する。

これに並行 して、排水路の草刈 ・ドブさらい等の排水対

策を施す。

◇第13週(10月9日 ～12日)

重機iによる表土除去 を、10月11日 に完了する(実 質6

日間)。 調査区南側(D区)か ら遺構検出作業を開始 して、

遺構検出状況写真を撮影する。同様 に、調査区南側(D

区)か ら平板測量による遺構i配置図(1/100縮 尺)作 成

を開始する。また、10月11日 には、前期調査 に準 じて基

準点お よび水準点を設置 した(業 務委託)。

◇第14週(10月15日 ～19日)

D区 の遺構精査 ・遺構図面作成 を完了 させ、完掘状況

写真 を撮影 した後、調査区北側(C区)の 遺構精 査 ・遺

構配置図作成 に移行する。

◇第15週(10月22日 ～26日)

C区 南半の遺構精 査 を行い、特徴的な遺構の図面作

成 ・写真撮影 を行 う。

◇第16週(10月29日 ～11月2日)

C区 の遺構精 査および遺構図面作成 ・写真撮影を完了

し、10月31日 に後期調査分(C・D区)の 空撮 ・写真図

化測量業務(業 務委託)を 行 う。11月2日 に、天矢場遺

跡調査説明会を開催 し、18名 の参加を得る。なお、同日

国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所安齋建設

監督官 と後期調査区の引渡 しについての確認 を行う。

◇第17週(11月5日 ～6日)

調査区の埋め戻 しお よび現場事務所の撤去作業 を行

い、11月6日 をもって発掘調査の全 日程を終了する。

(2)整 理作業 ・報告書作成

報告書作成のための整理作業は、平成19年 度と平成20

年度の2ヵ 年にわたり作業を実施 した。

◇平成19年 度整理作業

2

前期調査終了間際の平成19年7月13日 に開始する。作

業開始から約2ヶ 月半は、現場で撮影 した遺構写真や作

成 した遺構図面の整理および下図作成などの作業 をおこ

なった。

後期発掘調査の開始 日と同 じ平成19年10月1日 から、

作業員2名 を入れて本格的に遺構 ・遺物整理作業 を開始

した。整理対象 となった遺構 は、掘立柱建物18棟 、陥

穴 ・土坑等25基 、井戸6基 、溝11条 で、遺物 は縄文土

器 ・須恵器 ・陶磁器 ・石器 ・石製品 ・木製品等あわせて

整理箱10箱 分である。

10月第1週 から11月第2週 まで、断続的に前 ・後期調

査分 を合せた出土遺物の洗浄 ・注記 ・復元等の基礎整理

を行った。基礎整理と並行 して、10月 第3週 から拓本作

成および遺物実測作業を開始し、1月 第5週 までに終了

す る。その後、2月 第1週 か ら遺構 ・遺物 の実測図 ト

レース作業を開始 し、3月 第4週 までに終了する。その

間、2月 第5週 に遺物の写真撮影を行った。

その後は、年度末まで各種図版の作成 ・版組み作業 と

並行 して本文執筆 を進め、平成19年 度分の整理作業を終

了する。なお、自然科学分析 はパ リノ ・サーヴェイ株式

会社に業務委託 している。

◇平成20年 度整理作業

9月 から12月 の期 間で、図版作成、版組み、原稿執筆

などの、報告書作成作業を行 った。

遺構図は、未作成だった図をデジタルデータから作成

した。

遺物図は、細部の見直 しを行い再選出を実施 した。

写真図版は、撮影 したものから報告書に掲載するもの

を選出した。

その後、遺構図・遺物図・写真図版の版組みを順次行っ

ていった。

報告書 の掲載図作成や版組み と並行 して本文執筆 を

行った。
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H遺 跡の概観

皿 遺 跡 の概 観

1地 理 的 環 境

遺跡の所在する南陽市は山形県の南東部 に位置 し、北

端の白鷹山(標 高994m)か ら南端は吉野川・屋代川合流

地点の大橋 まで、東端は小岩沢、南西部は最上川に限ら

れた範囲で、東西15km・南北24kmの 三角状の市域 をなす。

米沢盆地の北東部を占め、北は山形市お よび山辺町、北

東は上山市、南東は高畠町、南西は川西町、西は長井市、

北西は白鷹町に接する。面積は約160k㎡ で、このうち北

部の山地が70%を 占める。南部に広がる段丘部 ・平野部

の割合はそれぞれ6%・24%で ある。三角形の頂点(北

端)が 白鷹山で、ここから発する吉野川が市域 中央を南

北 に貫流 し、南端部 を北西に流れる最上川(松 川)に 合

流 している。西部の織機川 も同じく南流 して最上川に注

ぐ。北部丘陵地帯では、吉野川に沿って集落が点在 し、

標高は最北の小滝集落で430m、 最低は最上川に沿った

南端の関根地区で209mと なっている。北部が山地で南

に沃野が開けるこの地は、日照条件等に恵 まれ気候 も温

暖なため、米 ・野菜 ・果樹 などの栽培に適 している。耕

地面積が3,790ha、 耕地率は24%で ある。気候 は内陸性

を呈 し、年平均気温は10～11℃ 前後であるが、夏冬の温

度差は大 きい。

天矢場遺跡のある中川地区は南陽市東部 に位置する。

南陽市域のほとんどが最上川本流 に沿う米沢盆地に属す

るのに対 し、中川地区は最上川支流の須川 よりさらに上

流にある前川の水系に属 している。地形的には西側に白

鷹山丘陵、東側に奥羽山脈に連なる大洞山等の丘陵群が

そびえ、その間を前川が北流 して小盆地を形成する。中

川地区は、これらの丘陵群によって南陽市中心部から隔

絶される感がある。 しか し、この地域は古 くから交通の

要衝 としての機能があったことから、すでに戦国時代か

ら周辺の山頂付近に多 くの城館が設置されていた。特に

江戸時代以降は米沢街道の宿駅 として、人々の往来 もさ

らに増えたと思われる。現在 も、その中央 には山形県 を

縦断するJR奥 羽本線 ・一般国道13号 が通っている。

天矢場遺跡 は、前川左岸の中山段丘 と川樋低地の境界

付近に立地する。標高は285～288mを 測 り、地形は西か

ら東に向けて緩やかに傾斜 している。本遺跡周辺の中山

丘陵 ・中山段丘 ・川樋低地等は、山地 と小河川の接点が

多いため、太古 より狩猟および採集等 に適 していた地域

であると考えられる。

2歴 史 的 環 境

南陽市では、旧石器時代の遺物については、細石刃が

長岡山遺跡か ら採取されている事例があるに過ぎないが、

縄文時代の遺跡は米沢盆地北東縁に集中的に発見 されて

いる。特に吉野川の下流東部一帯は、泥炭層が広がる低

湿地で大谷地 と呼ばれ、 これを囲むように遺跡が分布 し

ている。天矢場遺跡の所在する中川地区については、諏

訪原A～C・ 元中山日陰 ・小岩沢 ・日向 ・長次郎 ・一ノ

倉山 ・岩谷堂の各遺跡が知 られており、縄文中期および

後期 を中心に縄文の集落が形成されていた と思われる。

古墳時代の遺跡 についても、縄文時代の遺跡 と同様 な

分布が見られ、すでに消滅 したものも含めて10箇 所の古

墳 ・古墳群が発見 されている。5世 紀のもの とされる全

長96mに 及ぶ前方後円墳の稲荷森古墳(国 史跡)や 、5

世紀末の ものと推定され置賜地方では唯一の竪穴式石室

を持つ赤石山古墳 などが代表例である。他の8箇 所 は古

墳群で、うち7箇 所が赤湯市街地の北方丘陵に集中 して

いる。いずれも山腹 ・山麓の自然斜面 を利用 した同一形

式の古墳で、形状および二色根2号 墳から出土 した和銅

新銭から、8世 紀のものと推定されている。蒲生田古墳

群 と狸沢古墳群 ・上野山古墳群か らは蕨手刀3振 が出土

した。こうした古墳文化の盛行は、古代 における当市域

が置賜郡の政治 ・文化の中心地であったことを物語 って

お り、特に終末期古墳群の集中的分布は奈良時代集落遺

跡 との関連性をうかがわせる。

律令制下の南陽市域は、「和名抄」に見 える置賜郡7

郷のうち置賜郷 に属 していたとする説が有力である。置

賜郷は置賜郡の中心をなした地域 と考えられ、南陽市域

に郡山の地名が残 ることから、この地 を置賜郡衙跡 に比

定するのが通例 となっている。また、先に述べた北部の

4
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番号 遺跡名 時代 種別 番号 遺跡名 時代 種別

1 天矢場 縄 文 ・中 世 ・近 世 集落跡 52 間々ノ上 奈良 散布地

2 加藤屋敷 縄 文 ・古 墳 ・奈 良 ・

平 安 ・中 世 ・近 世
集落跡 53 郡 山中堀 奈良 ・平安 散布地

3 石畑 縄文(中 期) 集落跡 54 島貫 古墳～奈 良 ・平安 集落趾

4 三入山 縄文(前 期)・ 平安 散布地 55 中ノ目下 奈良 ・平安 散布地

5 岩谷堂 縄文(晩 期) 集落跡 56 前小屋 縄文 散布地

6 小岩沢 縄文(中 ・後期) 集落跡 57 大屋敷 平安 散布地

7 金座館 中世 楯跡 58 畿 内田 平安 散布地

8 天狗山館 中世 楯跡 59 窪田尻 平安 散布地

9 御獄山物見 中世 砦跡 60 将監屋敷 奈良 ・平安 散布地

10 地蔵岩物見 中世 硝墨 ・物見 61 梅 ノ木 奈良 ・平安 散布地

11 虚空蔵山館 中世 館跡 62 十分 の一山 縄文 集落趾

12 岩部山館 中世 館跡 63 金沢 山ノ神 縄文 集落跡

13 日影館 中世 城 砦 ・砦 64 七両坂古墳 古墳 古墳

14 檜原 平 安 ・中 世 ・近 世 集落跡 65 月ノ木A 平安 散布地

15 鵜の木館跡 中世 館跡 66 月ノ木B 縄文 ・弥生 集落跡

16 稲荷森古墳 旧石 器 ・縄 文 ・古墳 散布地 ・古墳 67 夷平 縄 文 ・中世 散布地

17 当時作 縄 文 ・奈 良 ・平 安 散布地 68 北町 縄文 散布地

18 百刈田 縄文 ・古墳 集落跡 69 稲荷前 縄文 散布地

19 沢田 弥 生 ・古 墳 ・奈 良 ・平 安 集落跡 70 上 ノ山 縄文 散布地

20 西中上 平安 散布地 71 鳥帽子山経塚 平安 経塚

21 中落合 奈良 ・平安 集落跡 72 烏帽子山古墳 古墳 古墳

22 庚壇 縄文～平安 集落跡 73 松沢 縄文 散布地

23 大塚 古墳～平安 集落跡 74 松沢古墳群 古墳 古墳群

24 荻生田 弥生 ・奈良 集落跡 ・散布地 75 椚塚館 中世 館跡

25 上野 縄 文 ・中 世 ・近 世 集落跡 76 太子堂 平安 散布地

26 二色根古墳群 古墳 古墳群 77 長岡山東 縄文 ・平安 散布地

27 久保 縄文 集落跡 78 長岡南森 縄文 ・古墳 散布地

28 沢口 奈良 ・平安 集落跡 79 長 岡西田 縄文 散布地

29 諏訪前 縄 文 ・古 墳 ・平 安 散布地 ・集落跡 80 水上 奈良 ・平安 散布地

30 宮内小学校敷地内 縄文 ・平安 集落跡 81 東畑A 奈 良 ・平 安 ・近 世 集落跡

31 南館館 ノ内 縄 文 ・奈 良 ・平 安 散布地 82 東畑B 平安 散布地

32 長岡山 旧石 器 ・縄 文 ・古墳 集落跡 83 横沢 縄文 ・奈 良 散布地

33 内城館 中世 館跡 84 東六角 縄文 ・平安 集落跡

34 矢の 目館953他 中世 館跡 85 唐越 縄 文 ・奈 良 ・平 安 散布地 ・集 落 跡

35 蒲生田館 中世 館跡 86 蒲生田古墳群 古墳 古墳群

36 中落合館 中世 館跡 87 山居沢山A 平安 散布地

37 将監屋敷館 中世 館跡 88 山居沢山B 平安 散布地

38 沖田館 中世 館跡 89 狸沢山古墳群 古墳 古墳群

39 慶海山館 中世 館跡 90 上野山古墳群 弥生 ・古墳 散布地 ・古 墳 群

40 宮沢城 戦国期 館 ・城 跡 91 二色根館 中世 城跡

41 北館 室町 館跡 92 諏訪原A 縄文 集落跡

42 宮内南館 戦国期 館跡 93 諏訪原B 縄文 散布地

43 笹子平 縄文 散布地 94 諏訪原C 縄文 集落跡

44 大清水 縄文 ・平安 散布地 95 小岩沢墳墓 平安 ・鎌倉 墳墓

45 富貴田 縄文 ・奈良 集落跡 96 日向 縄文 散布地

46 別所A 平安 散布地 97 長次郎 縄文 散布地

47 別所B 縄文 散布地 98 一 ノ倉 山 縄文 散布地

48 別所山経塚 平安 経塚 99 川樋館 中世 館跡

49 観音堂 縄文 ・平安 散布地 100 館平館 中世 館跡

50 西田 平安 散布地 101 中野森館 中世 館跡

51 早稲田 奈良 散布地 102 大洞山館 中世 館跡
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山麓における8世 紀頃のもの とみられる墳墓の集中的分

布 も、古代郡衙の存在の証明 と考えられる。一方、古社

寺の創建伝承 を見ると、二色根薬師寺 ・宮内熊野神社 ・

別所皇太神社 ・三堀寺など、赤湯 ・宮内方面の古社寺が

いずれ も9世 紀の創建 と伝えられている。社寺に付加す

るかのごとく経塚や須恵器窯跡なども発見 されている。

天矢場遺跡周辺では、隣接する加藤屋敷遺跡の2度 に亘

る発掘調査 において、河跡か ら大量の土師器 ・須恵器 ・

木製品が出土 しており、当地の奈良 ・平安時代の歴史 を

解明する貴重な資料 となっている。

中世の置賜郡には、屋代荘 ・成島荘 ・北条荘 などの荘

園があったことが知 られる。南陽市域の大半は北条荘に

属 したが、屋代荘など近隣の荘園 ・公領に含 まれる地域

もあった。北条荘は、北条時政の庶子(北 条相模坊臨空)

がこの地 を支配 したことに始まると伝えられるが、詳細

は不明である。大江広元の次男時広 に始まる長井氏が、

北条荘の地頭であったと推測される。長井氏は、代々将

軍の要職に連 なり、荘の経営はその被官の手 に委ねられ

たとされる。鎌倉御家人の当地支配は鎌倉文化の地方流

入を促 し、室町期にかけて板碑を中心 とする石造文化が

開花 した。南陽市域にも、県内最古の板碑である正元元

年(1259)銘 の大 日板碑 をはじめとする数多 くの板碑 ・

磨崖碑 ・六面瞳などが残されている。

伊達氏が長井氏を攻めて置賜郡内を領有するのは、康

暦2年(1380)で あるが、北条荘 にはそれ以前か ら伊達

氏の息がかかっていたことが宮内熊野神社伝承記録等か

ら読み取れる。伊達氏の置賜経営は、植宗のとき(16世

紀)に なってほぼ形を整えた。北条荘内には、荘内に28

郷 を領 していたといわれる懸田氏 をはじめ、宮内郷を知

行 した大津氏、中山郷 を知行 した小国氏などの有力豪族

がいたことが知られる。地頭 と呼ばれる家臣は、村落の

居屋敷に館 を構 え、在家・浮免の様態で所領を支配 した。

在家 とは、家 と田畑 と百姓権の三つを揃えた百姓で、浮

免は請作者不定の土地である。「采地下賜録」には北条荘

におけるこうした在家の存在が証明されている。

天矢場遺跡周辺には、虚空蔵山館(星 見ヶ城)・岩部山

館(月 見館)・ 日影館 ・川樋館 ・館平館(平 井城)・ 中野

森館 ・大洞山館等の中世城館が存在する。 このうち、川

樋館 ・館平館 ・中野森館 は戦国期のもの らしいが、その

他の館の築城時期は不明である。館平館は伊達の家臣竹
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田喜五右衛門の居城であり、北の中山城と赤湯 との連絡

に当たっていた(『赤湯町史』)。また、中野森館は文明3

年(1471)に 伊達氏との確執の末に没落 したと伝 えられ

る粟野氏(粟 野十郎藤原義広の子孫である粟野十郎左衛

門尉宗次杢頭が父)の 隠館であるという(『東置賜郡史』)。

中世末期の天正2年(1574)に は、最上氏の軍勢が天矢

場遺跡のある川樋 にまで侵攻したという記録が残 ってい

るが、領土紛争の最前線 という性格を持つ地域であった

か らこそ、多 くの城館が構えられたのであろう。

置賜地域には、天正19年(1591)伊 達氏にかわって蒲

生氏が入部 し、文禄3年(1594)に 検地を実施 したが、

慶長3年(1598)に は上杉氏の支配するところとな り、

それ以降南陽市域 は米沢藩領 として幕末期を迎えること

となる。近世以降、天矢場遺跡周辺は米沢街道の宿駅 と

しての機能を持つようになる。川樋 と小岩沢は、半月交

代で宿駅業務を勤めたという。18世 紀 に入ると、輸送コ

ス トを低 く抑えることができる小滝街道や釜渡戸道等の

脇街道 を利用 した物資流通が増加 し、これに伴 う本街

道 ・脇街道間の抗争が展開された。こうした資料から、

時間の経過 とともに、宿駅 としての権威や収益が下がっ

たことが看取 されるが、当地が本街道沿いの宿駅業務を

勤めたことで、多 くの人々が往来 し多様 な文物に触れる

機会 を得た ということは確かであろう。さらに当地は、

金山開発で も有名 であ り、中世初めか らすでに川樋金

山 ・大洞金山の名が文献資料 に登場する。最盛期は寛永

年間(17世 紀前半)で 、「大洞千軒 ・萱場(新 田)千 軒 ・

娼妓二百名」の口伝 も残 されている。寛永19年(1642)

には、農村衰微の理由で藩内各鉱山とともに廃止 を命ぜ

られたが、金山開発の歴史は当地の成 り立ちを考 える上

で重要であると思われる。なお、天正3年(1575)開 山

と伝えられる曹洞宗松林寺が当地の中核寺院である。天

矢場遺跡の北東方向にそびえる岩部山の三十三観音 は、

この寺の16世 である独狐金毛和尚が、天保年間(18世 紀

前半)の 凶作の際に、飢餓 に苦 しむ人々を救 う目的で彫

刻 したものであると言う。

3調 査 の 方 法

天矢場遺跡の調査では、遺構 ・遺物の位置関係 を記録

するために、国土座標平面直角座標系第X系 を基準 にし

た方眼座標(グ リッド)網 を設定 した。測量基準杭 と水



準点の移動にあたっては、株式会社横山測量設計事務所

に業務委託 した。基準点に関しては、公共測量に基づい

て設置 された工事用の3級 基準点のうち3点 を視準点と

して、調査区内に公共座標杭 を設置 し、本遺跡のグリッ

ド設定の基準杭 とした。各グリッ ドは、X:-211620・Y:

-56240を 基点に、座標値の下3桁 目と下2桁 目の数値 を

採 り、北から南に向かって62、63、64～ と付 した算用数

字 と、束から西に向かって24、25、26～ と付 した算用数

字の組み合わせによって表示 し、「62-24」グリッドと呼

称 した。グリッドは、遺物の出土位置や遺構の大 まかな

位置を表示するための ものであ り、遺構の平面および断

面の測量 ・記録作業の基準になるものでもある。水準点

に関しては、基本測量により設置された一等水準点 を与

点 として、3級 水準測量手法 に準 じて、調査区外周 に3

点設置 した。

天矢場遺跡の調査区には、ほぼ東西および南北 に延び

る2つ の道路が十字 に交差する状態で敷設されていた。

このうち、調査区を南北に横切 る道路は、中川小学校児

童の通学路として利用されていたために、す ぐに取 り壊

すことができなかった。ゆえに発掘調査は、調査区を南

北に横切 る道路を境 に、道路 よりも東側の部分 とこの道

路を含む西側の部分の2区 画 に分け、中断期間を挟んで

実施す ることとなった。児童の通学に支障が出ないよ

う、中断期間に道路の付け替え工事を完了させるという

計画である。 もう一方の、東西 に調査区を横切る道路 は

現状維持することとされ、調査対象から外 された。そこ

で便宜上、調査区は東西に横切 る道路を境 にして、北か

らそれぞれ前期調査 区をA区 ・B区 、後期調査 区をC

区 ・D区 と呼称することにした。出土遺物の注記の際に

は、このA～D区 の呼称を用いた。

遺構の掘 り込みにあたっては、遺構の大きさや重複関

係 を考慮 して、セクションベル トを随時設定 し写真撮影

や実測図等の作成 を行った。土層注記の際には、新版標

準土色帖(2005年 版)を 参照 し、目視による観察 を行 っ

ている。また、遺構から出土 した遺物には遺構名や登録

遺物番号 を記載 し、遺構外から出土 した遺物にはグリッ

ド名や基本土層を記載 して取 り上げている。

記録写真については、調査の進捗に合せて随時6×7

フィルムと35㎜ フィルム、さらにデジタルカメラを使用

して撮影した。フィルムは、6×7カ メラに関 してはモ

H遺 跡 の概観

ノクロームとリバーサルカラーの2種 、35㎜ カメラに関

してはリバーサルカラーのみの1種 を使用 し、遺構の検

出 ・土層の断面 ・完掘状況の他、遺物の出土状況の撮影

を適宜行った。なお調査の最後には、株式会社パスコに

業務委託 して、上空からの傭鰍撮影 を行っている。

遺構 の断面図については1/20縮 尺 を基本 として採録 し

作成 した。平面図は遺構検出直後に、平板測量で1/100

縮尺の遺構配置図を作成 した他、掘立柱建物や井戸等の

特徴的な遺構 については、遺構完掘後にも平板測量など

で1/20ま たは1/40縮 尺で実測図を作成 した。調査区内

のすべての遺構 を網羅 した実測図の作成については、株

式会社パスコに業務委託 し、空中写真撮影 ・図化測量の

手法 を用いて行 った。

これらの発掘調査で得 られた出土品 ・実測図 ・写真等

の資料 と記録は、当センターの整理基準に準拠 して整理

を進め、デジタル処理 した遺構 ・遺物の実測図について

は、画像校正や図面編集 を行い、報告書作成に活用 した。

発掘現場で作成 した遺構実 測図や整理作業で作成 した遺

物実測図などは専用ケースに収納 し、データ編集 した記

録類 はCD-Rに 保存 した。

なお、調査期間が限られた中で当初の予想 を遥かに上

回る数のピットが検出された ものの、限 られた調査期間

中に発掘現場で検出できた掘立柱建物は3棟(B区 北側

SB99お よび中央SB100・C区 西側SB1500)に 過 ぎ

なかった。本報告書に記 されたその他の掘立柱建物につ

いては、発掘調査終了後 に遺構配置図や空撮写真をもと

にして推定 したものである。従って、一部に図面 ・写真

等の記録が十分で きなかった箇所があることをお断 りし

てお く。

4遺 跡の基本土層

天矢場遺跡 における堆積土は、調査区全域 を通 じてほ

ぼ一様である。大 きく5層 に分層 されるため、1～V層

と表記 した。土層観察は、標高の高い調査区西壁面を利

用 した。なお、細長い調査区の形状 を勘案 し、A区 北壁

で2ヶ 所、C区 西壁で2ヶ 所、D区 西壁の1ヶ 所で記録

を行 ってい る。基本堆積層の状態 については、主 に色

調 ・土質 ・層厚 を記 し、観察時の所見を簡潔 に付け加え

た。第4図 にそれぞれの土層断面図を示 している。以下

に、各層の特徴 を述べる。
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H遺 跡の概観

1層:黒 褐色土層または砂層。層厚5～25cm。A区 北側

は造成時の盛土が堆積 したもの と思われる。A・

C区 南側は畑地であ り、植物根を含む耕作土が堆

積する。D区 西端 は住宅が撤去 された区域であ

る。破壊された基礎コンクリー ト等 を含 む砂層 と

なっている。重機 による点圧のため、非常に硬 く

しまっている。それぞれ性格 を異にするため、土

質 ・層厚 に差異があるが、本来はいずれの区域 も

A・C区 南側同様の耕作土が堆積 していたと考え

られる。

H層:黒 色土層。層厚5～20cm。 耕作土の深層土 と考え

られる。 よく締 ま り、粘性がやや強い。内包物

は、ほとんどない。

皿層:に ぶい黄褐色 または暗褐色砂質土層。層厚20～40

cm。 よく締まり、粘性は弱い。上層 に直径2～3

㎜ 大のにぶい黄褐色風化礫 と植物根由来の酸化

鉄 を少量含む。下層になるに従い、IV層 の影響 を

受けて砂質度が高まる。火山性岩石 に由来する礫

質褐色森林土壌である。縄文時代および中世 ・近

世の遺構検出面および、遺構外 遺物出土面はとも

に皿層上面である。

IV層:黒 色粘質土層。層厚5～23cm。 よく締 まり、粘性

はやや強い。A・C区 北側および南側ではこの層

か ら湧水が浸み出してきた。規模の大 きな遺構は、

おおよそこの面 まで掘 り込 まれている例が多い。

V層:黒 色粘土層。層厚3cm以 上。 しま り・粘性 ともに

強い。B・D区 においては、この層から湧水が染

み出して きた。湧水が認められるのは、地下の伏

流水が浸み出すためだと思われる。

5遺 構と遺物の分布

(1)遺 構 の 分 布

今回の調査で検出された遺構は、陥穴4基 、掘立柱建

物18棟 、井戸6基 、土坑、溝、 ピット群等である。今回

の調査で検出された遺構の総数は1700基 以上で、柱穴が

大半を占める。遺跡全体の遺構配置については、付図と

して掲載 した。またこれとは別に、隣接する遺構同士の

関係や地形 を明確にするため、区域毎の遺構配置を第6

図～第20図 として掲載 している。検出 した遺構の分布 を
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概観すると、遺跡内全体に散在 しているようであるが、

特に遺構が密集するのはA区 の中央から北西部及びC区

の北側である。一方、D区 の南側、A区 の北東角は遺構

がやや希薄である。また、C区 およびD区 の一部では、

通学用道路敷設 に伴 う撹乱が見られ、遺構が完全 に失わ

れていた。その他の区域でも、畑地や果樹園の造成 にあ

たり、一部遺構が破壊された り、遺物が掘 り出された り

したことが十分想定される。

検出された遺構の大半は、中世から近世の柱穴群であ

ると思われるが、遺物を共伴 しないものが多 く、時代 の

特定は難 しい。従 ってここでは、時代 を特定 しやすい特

徴的な遺構の分布 について述べるに留める。

縄文時代の遺構 と特定できるものは、B区 東側の陥穴

4基 のみである。4基 とも同一方向に傾 き(N-45。-W)、

3～4mの 等間隔をおいて構築 されていることから、陥

穴 と判断 した。

中世から近世の遺構は遺跡全体に分布する。検出され

たのは、掘立柱建物18棟 、井戸6基 、土坑、溝などであ

る。

掘立柱建物は、B区 南東角とA・C区 北西角 を結ぶ遺

跡の中央対角線上 に多 く検出されている。主軸方向はほ

ぼ南北軸に沿 うN-10Q-E、N-20Q-Eと 、ほぼ東西軸

に沿 うN-75。-Eの 傾 きの3種 に大別 される。

溝 は、標高の低 いA区 東側 に多 く分布する。D区 西

側 ・C区 北側に若干見 られる溝も含め、ほとんどの溝が

N-20。-Eま たはN-60。-Eの 傾 きである。掘立柱建物

と関連する構築 物であることを推測 させる。恐 らく、掘

立柱建物群 と同一時期に構築 されたものであろう。

井戸は、溝 と同様 に標高の低い調査区の東側に多 く分

布する。掘立柱建物群の間に構築 されてお り、重複する

ことがないことから、これも掘立柱建物群 と同一時期に

構築 された ものと推測される。

(2)遺 物 の 分 布

遺物 は、整理箱で10箱 出土 してい る。縄文時代 と中

世 ・近世の ものが主で、遺跡全体に散在するが密度 は低

い。最 も点数が多かったのは縄文時代の遺物で、縄文土

器 ・石器 ・石製品が出土 している。ただ し、覆土上層か

ら出土 した ものも多 く、遺構の所属時期 とは断定 しがた

いケースが多かった。
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皿 検出 された遺構

皿 検出された遺構

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代の陥穴、中

世、近世の掘立柱建物、井戸、土坑、溝、柱穴などであ

る。その分布 は、調査区全体に散在 しているようである

が、特に遺構が密集するのはA・C区 の中央からやや北

側の区域である。一方、B・D区 の南西部 ・A区 の北東

角およびC区 北西角は遺構がやや希薄である。また、B

区およびD区 の一部では、通学用道路敷設 に伴 う撹乱が

見られ、遺構が完全に失われていた。以下 に主な遺構の

概略を述べる。

1陥 穴

今回の調査で検出された陥穴は4基 である。全てB区

の南東に分布 し、東西方向に3～3.5mの 間隔を置 き、ほ

ぼ直線状に配置される。平面プランは楕円形 を呈 し、深

さは後世に削平 を受 けた と考 えられ、約30～70cmと 浅

い。遺物の出土は無いが縄文時代の所産 と考 えられる。

SK7陥 穴(第21図)

B区 の69-32Gで 検出 された。平面形は長径2.2m、 短

径1.Omを 測 る楕 円形を呈する。確認面からの深 さは45

cmを 測 り、断面形 は開口部 より底面が広 くなるフラス

コ状の形態 となる。底面中央及び西寄 りに4ヶ 所の窪み

が検出された。覆土は2層 に分かれるが、概ね黒色砂混

じりシル トとなる。

SK8陥 穴(第21図)

B区69-31Gで 検出された。平面形は長径2.Om、 短径

1.Omを 測る楕円形 を呈す る。確認面からの深 さは70cm

を測 り、断面形は開口部より底面が広 くなるフラスコ状

の形態 となる。底面の中央西寄 りに逆茂木の跡と考えら

れる径40cm、 深さ30cmを 測る穴が検出された。覆土は

2層 に分かれるが、概ね黒色砂混 じりシル トとなる。

SK11陥 穴(第21図)

B区69-31Gで 検出された。平面形は長径1.9m、 短径

1.Omを 測る楕円形 を呈す る。確認面からの深 さは35cm

を測 り、断面形は底面が弧状で、壁が緩やかに立ち上が

るレンズ状 となる。覆土は2層 に分かれるが、概ね黒色

砂混 じりシル トとなり、1層 目がかた くしまる。

SK98陥 穴(第21図)

B区69-31Gで 、SE9井 戸 の 精査 途 中 で検 出 さ れ た 。

南 側 をSE9井 戸 に切 られ る 。 平 面 形 は 、長 辺2.Om、 短

辺 約1.1mを 測 る 不 整 形 と考 え ら れ る 。 断 面 形 は 、底 面 が

緩 や か に弧 を描 き、 東 壁 は緩 や か に立 ち あ が り、 西 壁 は

フ ラ ス コ状 に な る 。

2掘 立 柱 建 物

掘 立 柱 建 物 は 、A・C区 に16棟 、B・D区 に2棟 の 合

計18棟 検 出 さ れ た 。 調 査 終 了 後 に 図上 で 推 定 した もの が

大 半 を占 め 、 調 査 中 に確 認 で き た の はSB99・100・1500

の3棟 の み で あ っ た 。 遺 物 の 出 土 は無 い が 、 柱 問 の 距 離

や 構 造 、 柱 穴 の規 模 な どか ら中 世 や近 世 の 所 産 と考 え ら

れ る 。

SB99掘 立 柱 建 物(第21図)

B区 北 側68-32Gで 検 出 さ れ た 。 柱 穴 は6基 確 認 で き

た。 北 西 隅 と北 東 隅 の 柱 穴 は 検 出 さ れ な か っ た が 、 梁 行

1間 、桁 行3間 の 東 西 棟 の建 物 と考 え られ る。 主 軸 方 向

はN-80。-Wで あ る。 建 物 の 規 模 は東 西桁 行6.5m、 南 北

梁 行 約4.1mを 測 り、 面 積 は26.65㎡ とな る。 柱 間 距 離 は

南 側 桁 行 が 西 か ら2.1m、2.3m、2.1mで 北 側 桁 行 は 中 柱

距 離 で2.3mを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は20～26×17～23

cmを 測 る楕 円 形 や 隅丸 方 形 を 呈 し、 深 さ は10～16cmで

あ る 。 覆 土 は黒 褐 色 の シ ル トで 、 小 礫 を混 入 す る 。

SB100掘 立 柱 建 物(第22図)

B区 中 央69-32G、SB99の 南 側 で 検 出 さ れ た。 柱 穴

は8基 確 認 で き た 。 東 側 の 中柱 穴 は検 出 さ れ な か っ た

が 、 梁行2間 、桁 行2間 で 中 央 に も柱 を持 つ 総 柱 の 建 物

と考 え られ る。 主 軸 方 向 はN-18。-Eと な る。 建 物 の 規

模 は 梁 行 が3.3m、 桁 行 は 約3.3mを 測 り、 面 積 は11.88㎡

とな る。 柱 問距 離 は 南 側 桁 行 が 西 か ら1.8m、1.8mで 北

側 桁 行 は1.7m、1.7mと な り、西 側 梁 行 は 南 か ら1.7m、1.4

mを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は25～55×25～40cmを 測 る

円 形 や 楕 円 形 を 呈 し、 深 さ は16～33cmで あ る 。 覆 土 は

黒 褐 色 の シ ル トと な る。

SB1500掘 立 柱 建 物(第22図)
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C区 西 端 の 中 央63-31Gで 検 出 さ れ た。 柱 穴 は7基 確

認 で きた 。 北 西 隅 の柱 穴 は 、調 査 区 外 で検 出 で きな か っ

た。 梁 行1間 、 桁 行3間 の南 北 棟 の 建 物 で あ る。 主 軸 方

向 はN-14。-Eと な る 。 建 物 の 規 模 は梁 行 が3.4m、 桁 行

は6.3mを 測 り、 面 積21.42㎡ と な る。 柱 間 距 離 は南 側 梁

行 が3.4m、 西 側 桁 行 が 南 か ら2.Om、2.5m、 東 側 桁 行 は 南

か ら1.9m、2.4m、2.Omを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は30～

40×20～34cmを 測 る 円 形 を 呈 し、 深 さ5～32cmで あ

る。 覆 土 は 、1層 と2層 の堆 積 が み られ 、1層 は黒 色 シ

ル トで 、2層 は黒 色 シル トに黒 褐 色 砂 混 じ りシ ル トが 混

入 す る 。

SB1777掘 立 柱 建 物(第23図)

C区 の 西 隅66-33Gで 検 出 さ れ た 梁 行1間 、桁 行3問

の 東 西 棟 の 建 物 で 、 北 側 に廟 を有 す る と考 え られ る 。柱

穴 は11基 確 認 で きた 。 主 軸 方 向 はN-81。-Wと な る 。 建

物 の 規 模 は、 梁 行 が1.6m、 桁 行 が5.9mを 測 り、 面 積 は

9.44㎡ とな る。 ま た 、廟 を含 む面 積 は13.10㎡ で あ る 。柱

間距 離 は 、梁 行 が 東 西 と も に南 か ら1.6m、0.6m、 南 側 桁

行 は西 か ら1.8m、1.9m、2.2mで 、 北 側 桁 行 は 西 か ら1.7

m、4.4mで 、席 は西 か ら1.9m、4.2mを 測 る 。 掘 り方 の 平

面 形 は20～53×17～40cmの 円 形 や 楕 円 形 を呈 し、 深 さ

は9～25cmで あ る 。

SB1781掘 立 柱 建 物(第23図)

A区 南 西 の67-30Gで 検 出 さ れ た 梁 行1間 、桁 行2間

の 南 北 棟 の 建 物 で 、 西 側 に席 を有 す る と考 え られ る 。柱

穴 は8基 確 認 で きた 。 主 軸 方 向 はN-5。-Eと な る 。 建

物 の 規 模 は 梁 行 が1.8m、 桁 行 は5.7mを 測 り、面 積 は

1026㎡ とな る 。 廟 を含 む 面 積 は15.39㎡ で あ る。 柱 問 距

離 は 、北 側 梁 行 は西 か ら0.9m、1.8m、 東 側 桁 行 北 か ら2.4

m、3.3mを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は24～32×24～32cm

の 円形 や 楕 円 形 を呈 し、 深 さは17～37cmで あ る。

SB1782掘 立 柱 建 物(第24図)

A・C調 査 区 の 南 西 部66-31Gで 検 出 され た 。SB1781

の 北 西 側 に位 置 す る 。 梁 行1間 、 桁 行3間 の 南 北 棟 の 建

物 で あ る 。柱 穴 は7基 確 認 で きた 。 主 軸 方 向 はN-11。

-Eと な る
。 建 物 の 規 模 は 、 梁 行 が2.7m、 桁 行 が6.5mを

測 り、 面 積17.55㎡ と な る 。 柱 間 距 離 は 、 西 側 の 梁 行 が

2.7m、 東 側 が2.6m、 南 側 桁 行 は西 か ら2.Om、3.2m、1.3

mを 測 る 。 掘 り方 の 平 面 形 は22～90×27～67cmの 円 形

や 不 整 形 を呈 し、深 さ は15～35cmで あ る 。

皿 検出 された遺構

SB1783掘 立 柱 建 物(第24図)

C区 南 東 側 中央 の65-30GでA・C区 に 渡 っ て検 出 さ

れ 、 東 側4～5mの 位 置 にSBl788・1789が 位 置 して い

る 。 梁 行2問 、 桁 行3問 の 南 北 棟 の 建 物 で あ る 。 柱 穴 は

7基 確 認 され た 。 近 世 の水 路 の た め 、 北 西 隅 と東 側 の 中

柱 は 削 平 さ れ た と考 え られ る。 ま た 、 南 側 梁 行 の 中柱 は

検 出 さ れ な か った 。 主 軸 方 向 はN-12。-Eと な る。 建 物

の 規 模 は 、 梁 行3.6m、 桁 行 約6.6mを 測 り、 面 積23.76㎡

と な る 。柱 問距 離 は 、 梁 行 が 約1.6～1.7m、 桁 行 が 約2.1

～2 .2mと 考 え ら れ る 。 掘 り方 の平 面 形 は 、30～45×28～

32cmの 円 形 や楕 円 形 を呈 し、 深 さ6～38cmで あ る。

SB1784掘 立 柱 建 物(第25図)

A区 や や南 側66-29Gで 検 出 され た 。 北 側 にSB1785、

東 側 にSB1787が 隣i接す る 。 梁 行1間 、 桁 行3間 の 南 北

棟 の 建 物 で西 側 に廟 を もつ 。 柱 穴 は12基 検 出 され た。 主

軸 方 向 はN-27。-Eと な る。 建 物 の 規 模 は 、 梁 行 が3.8

m、 桁 行 は6.5mを 測 り、面 積 は24.32㎡ とな る 。 ま た 、廟

を含 む面 積 は30.08㎡ で あ る。 柱 間 距 離 は 、 北 側 梁 行 で

3.8m、 西 側 桁 行 は北 側 か ら2.lm、2.2m、2.1mを 測 る 。

廟 の柱 間距 離 は 、建 物 か ら0.9m離 れ 、北 側 か ら2.1m、2.3

m、2.Omを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は21～33×18～30cm

の 円 形 を呈 し、 深 さ は7～38cmと な る。

SB1785掘 立 柱 建 物(第25図)

A区 の67-29Gで 検 出 さ れ た 。 南 側 にSB1784が 隣 接

す る。 梁 行2問 、 桁 行3問 の 南 北 棟 の 建 物 と考 え ら れ

る 。柱 穴 は8基 確 認 さ れ た 。 但 し、 東 西 の 中 柱 はSK

312土 坑 とSK522土 坑 に 削 平 さ れ た と も考 え られ る。 主

軸 方 向 はN-19。-Eと な る 。 建 物 の 規 模 は 、 梁 行3.7m、

桁 行 は約6.9mを 測 り、 面 積 は25.53㎡ で あ る 。柱 間距 離

は 、梁 行 が 北 側 で 東 か ら1.9m、1.8mで 、南 側 は東 か ら1.8

m、1.9mを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は17～42×14～30cm

の 円 形 ま た は 楕 円 形 を呈 し、 深 さは8～26cmと な る。

SB1786掘 立 柱 建 物(第26図)

A区 南 東 隅67-29Gで 検 出 さ れ 、 北 側 にSB1787が 一

部 重 複 す る。 梁 行2問 、 桁 行3問 の 南 北 棟 の 建 物 で あ

る 。柱 穴 は7基 確 認 さ れ た。 南 西 の 隅 柱 が 水 路 で 切 ら

れ 、東 側 の 中柱 穴 はSK439に 、南 側 梁 行 の 中柱 穴 、南 東

隅柱 は近 世 の 溝 に削 平 され た と考 え られ る 。 主 軸 方 向 は

N-40Q-Eと な る。 建 物 の 規 模 は梁 行3.2m、 桁 行6.7m

を測 り、面 積 は21.44㎡ で あ る。 柱 問距 離 は 、北 側 の 梁 行
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皿 検出 された遺構

が 西 か ら1.5m、1.7m、 桁 行 は 東 側 で北 か ら2.7m、2.5m、

1.5mを 測 る 。掘 り方 の 平 面 形 は20～55×18～26cmの 円

形 や 隅 丸 方 形 を呈 し、 深 さ は12～21cmと な る 。

SB1788掘 立 柱 建 物(第26図)

A区 西 側 中 央64-29Gで 検 出 され た。 北 側 でSBl789

と一 部 重 複 す る。 梁 行1問 、 桁 行3問 の 南 北 棟 の 建 物 で

あ る。 柱 穴 は7基 確 認 され た。 主 軸 方 向 はN-280-Eと

な る。 建 物 の 規 模 は 梁行2.6m、 桁 行5.lmを 測 り、面 積 は

13.26㎡ で あ る 。柱 問距 離 は 梁 行 が2.6m、 桁 行 は、 西 側

が 北 か ら1.7m、1.9m、1.5mを 測 る 。 掘 り方 の 平 面 形 は

16～32×16～25cmの 円 形 や 楕 円 形 を 呈 し、深 さ6～18

cmと な る。

SB1787掘 立 柱 建 物(第27図)

A区 南 東 隅66-28Gで 検 出 され 、 南 側 にSB1786が 一

部 重 複 す る 。 梁 行2問 、 桁 行6問 の 南 北 棟 の 建 物 で 、 西

側 に廟 を有 す る と考 え られ る。 柱 穴 は20基 確 認 さ れ た 。

南 側 梁 行 の 中柱 穴 は検 出 され ず 、 南 東 隅 柱 の位 置 は調 査

区外 とな る 。 主 軸 方 向 はN-11。-Eと な る 。 建 物 の規 模

は 梁 行4.7m、 桁 行13.2mを 測 り、面 積62.04㎡ で 、廟 を 含

む 面 積 は69.84㎡ で あ る。 柱 間距 離 は、 北 側 梁 行 が 西 か

ら0.6m、2.4m、2.3m、 西 側 桁 行 が 、南 か ら2.4m、2.5m、

2.6m、2.4m、2.4m、0.9mを 測 る 。 廟 の 柱 間 距 離 も、桁

行 の 柱 間距 離 と ほ ぼ 同 じで あ る 。掘 り方 の平 面 形 は16～

48×10～36cmの 円形 や 楕 円 形 を呈 し、 深 さ8～41cmで

あ る。

SB1789掘 立 柱 建 物(第28図)

A区 西 側 中 央 の64-29Gで 検 出 さ れ た 。 南 側 でSB

1788と 一 部 重 複 す る 。 梁 行1間 、桁 行3間 の 南 北 棟 の建

物 と考 え られ る。 柱 穴 は7基 確 認 され たが 、 北 西 隅柱 は

検 出 さ れ な か っ た。 主 軸 方 向 は 、N-20。-Eと な る 。建

物 の 規 模 は 、 梁 行3.4m、 桁 行5.2mを 測 り、 面 積17.68㎡

で あ る。 柱 間 距 離 は 、南 側 梁 行 が3.4mで 、東 側 桁 行 が 北

か ら1.6m、1.8m、1.8mを 測 る 。掘 り方 の平 面 形 は 、22～

37×10～26cmの 円 形 か楕 円 形 を呈 し、深 さ8～31cmで

あ る。

SB1791掘 立 柱 建 物(第28図)

A区 中 央 西 寄 りの64-28Gで 検 出 され た 。 西 側 にSB

1792が 隣接 す る。 梁 行2間 、 桁 行3間 の 南 北 棟 の 建 物 と

考 え ら れ る が 、 北 西 の 隅柱 と南 側 梁 行 の 中柱 は 検 出 さ れ

な か っ た。 西 側 に廟 を有 す る。 主 軸 方 向 はN-26。-Eと

な る。
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建 物 の 規 模 は 梁 行2.4m、 桁 行6.1mを 測 り、 面 積14.64

㎡ で 、 廟 を含 む 面 積 は21.96㎡ で あ る 。柱 間距 離 は 西 側

桁 行 が 北 か ら1.4m、2.7m、2.Omを 測 る。 梁 行 は北 側 の

隅 柱 及 び 南 側 の 中柱 が 検 出 され ず 不 明 で あ る。 掘 り方 の

平 面 形 は26～52×26～42cmの 円 形 か 楕 円 形 を呈 し、 深

さ は19～40cmで あ る 。

SB1790掘 立 柱 建 物(第29図)

A区 西 側 中 央 付 近 の64-29Gで 検 出 さ れ 、SBl792と

重 複 す る 。 梁 行2問 、 桁 行3問 の 南 北 棟 の 建 物 で あ る。

柱 穴 は10基 確 認 され た。 主 軸 方 向 はN-19。-Eと な る。

建 物 の 規 模 は 梁 行4.2m、 桁 行8.4mを 測 り、 面 積35.28㎡

で あ る 。 柱 問距 離 は、北 側 梁 行 が 西 か ら1.8m、2.4m、 南

側 梁 行 は 西 か ら2.Om、2.1mで 、西 側 桁 行 は南 か ら2.5m、

3.1m、2.6mで 、東 側 桁 行 は南 か ら2.6m、3.1m、2.6mを

測 る 。 掘 り方 の 平 面 形 は24～70×23～50cmの 円 形 ま た

は楕 円 形 を呈 し、 深 さ は7～43cmで あ る 。

SB1792掘 立 柱 建 物(第30図)

A区 西 側 中 央 付 近64-29Gで 検 出 され 、SB1790と 重

複 す る 。 梁 行1問 、 桁 行3間 の 東 西 棟 の 建 物 で あ る。 柱

穴 は9基 確 認 され た 。 主 軸 方 向 はN-76。-Wと な る。 建

物 の 規 模 は 梁 行72m、 桁 行4.Omを 測 り、 面 積 は28.80㎡

で あ る。 柱 問 距 離 は 、 西 側 梁 行 が4.Om、 東 側 梁 行 は4.1

m、 北 側 桁 行 が 西 か ら2.4m、2.7m、1.9m、 南 側 桁 行 は

西 か ら2.6m、2.1m、2.5mを 測 る。 掘 り方 の 平 面 形 は25

～38×25～38cmの 円 形 を呈 し、 深 さ6～44cmを 測 る 。

SB1794掘 立 柱 建 物(第30図)

SB1794はA区 北 東 側 の64-26Gで 検 出 さ れ た。 梁 行

1間 、桁 行2間 の 南 北 棟 の建 物 で あ る 。柱 穴 は6基 確 認

さ れ た 。 主 軸 方 向 はN-21。-Eと な る 。 建 物 の規 模 は梁

行2.5m、 桁 行4.1mを 測 り、 面 積1025㎡ で あ る 。柱 問距

離 は南 側 と北 側 の 梁 行 と も に2.5mで 、桁 行 は東 側 が 北 か

ら1.9m、2.lm、 西 側 が 北 か ら2.1m、2.Omを 測 る 。 掘 り

方 の平 面 形 は29～95×24～95cmの 円形 か 楕 円形 を呈 し、

深 さ19～28cmで あ る 。

SP1265柱 穴(第30図)

SP1265はD区 北 西 隅 で検 出 さ れ た柱 穴 で あ る 。柱 材

が 出土 し、 掘 立 柱 建 物 に付 随 す る柱 穴 と考 え られ るが 、

建 物 を構 成 す る他 の柱 穴 は検 出 さ れ な か っ た。 掘 り方 の

平 面 形 は長 径50cm、 短 径45cmを 測 る楕 円 形 で 、深 さ40

cmで あ る。 柱 痕 跡 は径20cmの ほ ぼ 円形 を呈 す る 。 覆 土

は 、柱 痕 の 覆 土 と埋 土 の2層 で 黒 色 粘 質 シ ル トと な る



が 、2層 に は風 化 礫 が 混 入 す る 。

SB1793掘 立 柱 建 物(第31図)

A区 北 西 側 の63-28Gで 、A・C区 に わ た っ て検 出 され

た。 南 側 にSB1790～1792が 隣接 す る 。 梁 行2間 、桁 行

3間 の東 西 棟 の建 物 で 、北 、西 、南 の3方 に廟 を有 す る 。

今 回 の調 査 で 検 出 され た 建 物 で 最 大 の もの で あ る 。 主 軸

方 向 はN-77-OWと な る。 建 物 の 規 模 は 梁 行5.4m、 桁 行

8.6mを 測 り、面 積46.44㎡ で 、廟 を含 む 面 積 は73.24㎡ で

あ る。 柱 穴 は22基 確 認 さ れ た 。 ま た、 間仕 切 り柱 と考 え

ら れ る柱 穴 がSK686とSK632の 間 に検 出 され た 。柱 問

距 離 は 、廟 部 で 狭 い と こ ろ で0.8m、 広 い と ころ で3.Omを

測 り、 建 物 部 で は2.4～3.Omの 範 疇 と な る 。 建 物 部 と廟

部 の柱 穴 距 離 は約1.0～1.2mを 測 る 。

掘 り方 の 平 面 形 は16～105×14～97cmの 円 形 や 不 整 形

な どを呈 し、 深 さ は10～42cmで あ る。

3井 　

井戸はA区 で5基 、B区 で1基 の合計6基 確認 され

た。全て素掘 りの井戸で、土層断面からは、覆土は自然

堆積 と一気に埋土 された と考えられるものがみ られた。

時期は、掘立柱建物 と同時期の中世、近世 と推測される。

SE9井 戸(第32図)

B区69-31Gで 検 出された、北側で縄文時代のSK98

陥穴 を切 る。平面形 は長径1.7m、 短径1.6mを 測 る不整

形 を呈する。確認面か らの深 さは0.9mを 測 る。断面形

は開口部が広 く、掘 り方途中に段 を形成 して斜めに掘 り

込まれ、底が狭 くなる台形状の形態で、底面が平坦 な素

掘 りの井戸である。覆土は自然堆積で、3層 に分かれ、

1層 目に黒色シル ト、2・3層 に黒色粘質 シル トが堆積

し、1・2層 には小礫や拳大の礫が混入する。出土遺物

は無い。

SE151井 戸(第32図)

A区 南西側66-30Gで 検出された。東側で、SK206を

切る。平面形は長径2.Om、 短径1.8mを 測る円形 を呈す

る。確認面か らの深 さは0.8mを 測る。断面形は、開口部

が広 く、底が狭 くなる台形状の形態で、底面は平坦 とな

る。素掘 りの井戸で、底面 に10～20cmの 平 らな形態の

礫を敷いている。覆土は、1層 で、黒色砂混 じりシル ト

に茶褐色 シル トや炭化物が混入 し、一気 に埋土 されたと

考えられる。出土遺物は、敷石や表面に媒が付着 した石

製品が出土 した。

皿 検出 された遺構

SE420井 戸(第32図)

A区 南東側67-29GでSB1786の 西側 に検出された。

平面形 は長径1.3m、 短径1.1mを 測 る円形 を呈する。素

掘 りの井戸で、確認面からの深さは0.7mを 測る。断面形

は、開口部が広 く、底面がやや狭 くなる台形状の形態 と

なるが、壁面は急角度で掘 り込 まれる。底面は凹凸が認

められた。覆土は、3層 に分かれ1層 目は一気 に埋土 さ

れた様相をしめす黒色シル トが堆積 し、2層 目は黒色粘

質シル トがブロック状に堆積 し、3層 目は自然堆積 と考

えられる黒色砂質シル トとなる。出土遺物は無い。

SE935井 戸(第32図)

A区 西側の中央63-27Gで 検 出された。平面形は長径

1.9m、 短径1.3mを 測 る楕 円形 を呈する。確認面からの

深 さは0.7mを 測る。断面形は、開口部が広 く壁面は緩や

かに立ち上が り、底面が弧を描 くレンズ状の形態 とな

る。覆土は黒色シル トが3層 に堆積 し、3層 目には、木

片 を混入する。覆土から流れ込みと考 えられる縄文土器

が出土 した。

SE1110井 戸(第32図)

A区 南側の中央65-27Gで 検出された。長径1.7m、 短

径1.6mを 測 る隅丸方形 を呈する。北側 に溝状の掘 り込

みが認め られたが詳細 は不明。確認面からの深 さは0.9

mを 測る。断面形は開口部が広 く、掘 り方途中に段を形

成 して斜めに掘 りこまれ、底面が弧 を描 く形態となる。

素掘 りの井戸 と考えられるが、壁面 に崩れ防止の為 とも

思われる平 らな礫が検出された。覆土は、 自然堆積で、

4層 に分かれる。1層 目は黒色シル トが薄 く堆積 し、2

層 目は黒褐色砂混 じりシル トに風化礫が混入している。

3層 と4層 は黒色シル トであるが、4層 目には木片や植

物が多 く混入す る。出土遺物 は崩れ防止 の礫のみであ

る。

SE1023井 戸(第32図)

A区 北東側64-26GでSB1794の 東側 に検出された。

平面形は、長径1.7m、 短径1.2mを 測る不整形を呈する。

確認面か らの深 さは1.Omを 測る素掘 りの井戸である。

掘 り方は南側が大 きく掘 られ、段が付 く。断面形は開口

部が広 く掘 り方途中に段 を形成 してほぼ直角 に掘 りこま

れ、底面は平坦に近い台形状の形態 となる。覆土は黒色

シル トが2層 に堆積 し、1層 目に砂が混入する。2層 目

は一気に埋土 された様相 を示すが、1層 目は自然堆積の

可能性が考えられる。覆土か ら須恵器のこね鉢と礫が出
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皿 検出 された遺構

土 した。

4土 坑、性格不明遺構

今回の調査では100基 を超 える土坑、性格不明遺構が

検出された。大半がA・C区 に分布 し、西側 に集中する

傾向がみ られた。円形や楕円形の平面プランを呈 した比

較的浅いものが多い。時期は、出土遺物などから中世、

近世 と考えられる。以下に主な土坑、性格不明遺構の概

略を述べる。

SK12土 坑(第33図)

B区69-31Gで 検出された。平面形は長径0.9m、 短径

0.7mを 測る、ほぼ円形 を呈する。確認面からの深さは10

cmを 測 り、断面形は底面が弧を描 き、壁が緩やかに立ち

上がるレンズ状の形態 となる。覆土は1層 で、黒色砂混

じりシル トに暗褐色シル トが混 じり、風化礫 を多 く含

む。流れ込みと考えられる縄文土器片が出土 している。

SK34土 坑(第33図)

B区68-31Gで 検出 された。東側が調査区外 となる。

平面形 は長径3.5m以 上、短径1.5mを 測 る不整形 を呈す

る。確認面からの深 さは30cmを 測 り、断面形 は底面が

平坦 となり、壁面が斜めに立ち上がる台形状の形態 とな

る。覆土は3層 で、1・2層 は黒色の砂混 じりシル トで、

3層 は黒褐色砂質シル トで薄 く堆積する。

SK395土 坑(第33図)

A区66-28Gで 検出された。平面形は長径1.5m、 短径

1.Omを 測 り、東側が張 り出す不整形を呈する。確認面か

らの深 さは20cmを 測 り、断面形は底面が平坦で、壁面が

斜 めに立ち上がる台形状の形態 となるが、東側が約10

cm深 く掘 り下げ られている。覆土は2層 で、1層 目は

黒色の砂混 じりシル トで、2層 目は黒褐色砂 となる。覆

土から円盤状石製品が出土 した。

SK439土 坑(第33図)

A区67-29Gで 検出された。長径1.4m、 短径0.6mを 測

る楕円形 を呈する。確認面か らの深 さは20cmを 測 り、

断面形は底面が平坦で、壁面が斜めに立ち上がる台形状

の形態 となる。覆土は2層 で、1層 目が黒色砂混 じりシ

ル トで、2層 目は黒褐色砂混 じり粘質シル トになる。

SK471土 坑(第33図)

A区68-29Gで 検出 された。南側が調査区外になる。

東西1.4m、 南北1.3m以 上 を測 る楕円形 になる と考 えら

れる。確認面か らの深 さは50cmを 測 り、断面形は底面
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が平坦で、壁面が斜め に立 ち上が る台形状の形態 とな

る。覆土は2層 で、1層 目が黒色砂混 じりシル トで2層

目は黒褐色砂質シル トになる。

SK433・530・531土 坑(第33図)

A区67-29Gで3基 が重複 して検出された。SK531を

SK433と530が 切 る。

SK433は 、長辺2.3m、 短辺1.Omを 測る不整形 を呈す

る。確認面か らの深 さは30cmを 測 り、断面形は底面が

弧を描 き、南壁が急角度で、北壁が緩やかに立ち上がる

台形状の形態 となる。覆土は1層 で、黒色砂混 じりシル

トに風化礫を混入する。流れ込み と考えられる縄文土器

片 と剥片が出土 している。

SK530は 、長辺2.Om、 短辺0.7mを 測る隅丸長方形を

呈する。確認面からの深 さは20cmを 測 り、断面形は、底

面が狭 く、壁面が斜めに立ち上が り逆三角形の形態とな

る。覆土は1層 で、黒色シル トに風化礫 を混入する。

SK531は 長辺2.4m、 短辺2.3mを 測る不整形 を呈す

る。確認面か らの深 さは30cmを 測 り、断面形は底面が

平坦で、壁面が緩やか に立 ち上が る台形状の形態 とな

る。覆土は2層 で、1層 目が黒褐色砂で、2層 目は黒褐

色の砂混 じり粘土 となる。

SK515・516土 坑(第34図)

A区65-28・29Gで2基 が重複 して検出された。SK

515がSK516を 切る。

SK515は 長径2.8m、 短径2.1mを 測る楕 円形 を呈す

る。確認面か らの深 さは20cmを 測 り、断面形は レンズ

状の形態となる。覆土は3層 で、1層 目は炭化物 を混入

する黒色砂質シル トで、2層 目は1層 の土を含む暗褐色

砂、3層 目は炭化物を混入する黒色シル トである。

SK516は 南北方向が3.1m、 東西方向が2.2m以 上を測

る不整形 を呈 し、東側をSK515に 切 られる。確認面 か

らの深 さは90cmを 測 り、断面形 は壁面が急角度で掘 り

込まれ、掘 り方途 中で段を形成 し、底面が平坦 となる台

形状の形態 となる。覆土は7層 で、1・2層 は黒色砂混

じりシル トで、風化礫や黒褐色の砂を混入する。3・4

層は暗褐色砂質シル トで、礫や暗褐色砂質シル トを混入

する。5層 は風化礫 を多 く混入する暗褐色砂で、6層 も

風化礫 を多 く混入する黒色 シル ト、7層 は風化礫粒 を多

く含む黒褐色シル トになる。

SK522土 坑(第34図)

A区65-29Gで 検出された。長径2.Om、 短径0.6mを 測



る隅丸長方形 を呈する。確認面か らの深 さは50cmを 測

り、断面形は壁が急角度で掘 り込まれ、底面が平坦 にな

る台形状の形態 となる。覆土は1層 で、黒色砂混 じりシ

ル トで、小礫や風化礫を多 く混入する。

SK635土 坑(第34図)

A区64-28Gで 検出された。北側でSK632を 切る。長

径1.9m、 短径0.9mを 測 る楕円形 を呈する。確認面から

の深 さは25～35cmを 測る。断面形は、壁面 は直角に掘

り込まれ、底面は周縁部が深 く、中央部が浅 く掘 られる

凸状の形態となる。覆土は1層 で、黒色 シル トに風化礫

が混入する。

SK1088土 坑(第34図)

A区65-27Gで 検出された。長径2.3m、 短径1.Omを 測

る楕円形 を呈する。確認面からの深さは10～25cmを 測

る。断面形は、底面 に段がつき北側が浅 く、南側が深 く

掘 られ、壁は緩やかに立ち上がる形態 となる。覆土は1

層で、黒色シル トである。

SK1089土 坑(第34図)

A区65-27Gで 検出された。長径1.5m、 短径0.6mを 測

る楕円形 を呈する。確認面からの深 さは50cmを 測 る。

断面形は、壁面は急角度で掘 りこまれ、底面は北側が深

く、南側が浅 くなる形態 となる。覆土は2層 に分かれ、

1層 目は風化礫を混入する黒色 シル トで、2層 目は黒褐

色シル トになる。

SK1120土 坑(第35図)

A区66-28Gで 検出された。長径1.Om、 短径0.9mを 測

る円形を呈す る。確認面か らの深 さは35cmを 測る。断

面形は底面が平坦で、壁面が急角度で掘 りこまれる台形

状の形態 となる。覆土は2層 で、1層 目が風化礫粒 を混

入する黒色シル トで厚 く堆積 し、2層 目は黒褐色砂で薄

く堆積する。

SK1433土 坑(第35図)

C区65-31Gで 検出された。径1.1mを 測る円形を呈す

る。確認面か らの深 さは80cmを 測 り、断面形は底面が

平坦で、壁面が直角 に掘 りこまれ る方形状 の形態 とな

る。覆土は3層 で、1・2層 は黒色シル トで、2層 目に

暗褐色粘土をブロック状に混入する。3層 目は暗褐色砂

混 じりシル トになる。覆土から流れ込みと考えられる縄

文土器片が出土 した。

SK1446土 坑(第35図)

C区65-31Gで 検出された。長径0.9m、 短径0.7mを 測
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る楕円形を呈す る。確認面か らの深 さは15cmを 測 り、

断面形は壁面が緩やかに掘 りこまれ、底面が弧 を描 くレ

ンズ状の形態 となる。覆土は2層 に分かれ、1層 が黒色

シル ト、2層 は黒褐色砂混 じりシル トで黒色 シル トを混

入する。覆土から流れ込みと考えられる縄文土器片が出

土 した。

SK1672土 坑(第35図)

C区63-29Gで 検出 された。西側 を柱穴に切 られる。

長辺Llm、 短辺0.6mの 不整形 を呈する。確認面からの

深 さは30cmを 測 り、断面形は西側の壁面に段が形成 さ

れ、東側の壁面は緩やかに立ち上が り底面が平坦になる

形態になる。覆土は4層 に分かれるが、1～3層 は黒褐

色 シル トで、4層 目が暗褐色シル トになる。覆土か ら流

れ込み と考えられる縄文土器片が出土 した。

SK1629土 坑(第35図)

C区64-31Gで 検出された。長辺1.7m、 短辺0.5mを 測

る隅丸長方形を呈する。確認面からの深 さは25cmを 測

り、断面形は壁面が急角度で掘 りこまれ、底面は平坦 と

なる台形状の形態 となる。覆土は2層 に分かれるが1層

目の黒色シル トが厚 く堆積 し、2層 目の黒褐色 シル トは

ブロック状の堆積 となる。1・2層 ともに風化礫を混入

す る。

SX1451性 格不明遺構(第35図)

C区65-31Gで 検出された。長径1.5m、 短径0.5mを 測

る不整形を呈す る。確認面か らの深 さは25～30cmを 測

る。断面形は、壁面が緩やかに掘 りこまれ、底面は中央

部が浅 く西側が柱穴状に、東側が レンズ状に深 く掘 り込

まれる形態 となる。覆土は3層 に分かれるが、2層 目の

黒褐色シル トが厚 く堆積 し、1層 目の暗褐色 シル トと3

層 目の暗褐色砂 は小ブロックで堆積する。覆土か ら流れ

込みと考えられる縄文土器の把手が出土 した。

SX588性 格不明遺構(第35図)

A区66-28Gで 検出された。長径2.7m、 短径2.Omを 測

る不整楕円形を呈する。確認面からの深 さは35cmを 測

り、断面形は底面が平坦で、壁面が緩やかに立ち上がる

レンズ状の形態となる。覆土は3層 に分かれ、1層 目が

黒褐色砂質シル ト、2層 目は少量の礫 を混入する黒色 シ

ル ト、3層 目は黒褐色砂 となる。

SX1648性 格不明遺構(第35図)

C区63-29Gで 検出された。長径2.9m、 短径1.9mを 測

る楕円形を呈する。確認面か らの深 さは20cmを 測るが、

17



皿 検出 された遺構

底面に柱穴 と見られる穴が9基(SP1748他)確 認 され

た。柱穴の深 さはSX1648の 底面から15～20cmを 測 り、

平 面形 は径10～30cmの 円形 を呈す る。覆土 は、SX

1648は1層 で風化礫 を混入する黒色シル トで、柱穴の覆

土は黒褐色 シル トで風化礫を少量混入する。覆土から流

れ込み と考えられる縄文土器片が出土 した。

5溝

溝 は、 大 小 合 わせ て58条 確 認 され た 。 そ の分 布 状 況 は

A・C区 に 多 く検 出 され 、B・D区 は希 薄 と な る。 時期

は 、 中世 以 降 と考 え られ る。 以 下 に主 な溝 の概 略 を述 べ

る 。

SD1014溝(第36図)

A区64-26Gで 検 出 さ れ た 。 南 北 方 向 の溝 で 、 南 側 が

調 査 区外 に延 び る。 調 査 区 内 で の 長 さ8.3m、 幅0.2～0.3

mで 、確 認 面 か ら の深 さ20cmを 測 る 。 断 面 形 は、壁 面 が

直 角 に掘 り こ まれ 、底 面 が 平 坦 とな る方 形 状 に な る。 覆

土 は1層 で 、 黒 褐 色 砂 混 じ りシ ル トに な る 。 覆 土 か ら流

れ 込 み と考 え られ る 石 器 が 出土 した 。

SD1054溝(第36図)

A区63・64-25GでSD1014の 北 側 で 検 出 され た。 南 北

方 向 の 溝 で あ るが 、北 側 で 西 に 直 角 に 曲 り、 南 側 で は東

に 直 角 に 曲 る 。 全 長12.2m、 幅0.1～0.4mで 、確 認 面 か ら

の 深 さ5～10cmを 測 る。 断 面 形 は 、 北 側 で は 壁 面 が 緩

や か に立 ち 上 が り、底 面 が 弧 を描 くレ ンズ状 で 、 南 側 は

壁 面 が 急 角 度 で 立 ち上 が り、 底 面 が 平 坦 とな る台 形 状 を

呈 す る。 覆 土 は南 北 両 端 部 で は1層 で 、 中央 部 は2層 に

な り、1層 目 は 黒 色 シ ル トに 黒 褐 色 砂 質 シ ル トが 混 入

し、2層 目は 黒 色 シ ル トで あ る 。 覆 土 か ら流 れ 込 み と考

え られ る縄 文 土 器 と近 世 の 磁 器 が 出 土 して い る。

SD1090・1091溝(第37図)

SD1090と1091はA区65-26・27Gで 検 出 さ れ 、SB

1794の 南 側 に位 置 す る 。

SD1090は65-27Gで は南 北 方 向 に延 び 、65-26Gで 東

西 方 向 に直 角 に 曲 る溝 跡 で あ る 。SD1091と ほ ぼ平 行 に

走 る と考 え られ る。 北 東 側 は調 査 区 外 に な り、 南 側 の 端

部 は 削 平 に よ り検 出 され なか っ た 。 屈 曲部 と南 北 方 向 の

一 部 が 近 世 の 撹 乱 に よ り削 平 を受 け て い る
。調 査 区 内 で

の 長 さ17.Om、 幅0.2～0.6mで 確 認 面 か らの 深 さ10cmを

測 る。 断 面 形 は、 底 面 が 弧 を描 き壁 面 は緩 や か に立 ち 上

が る レ ンズ状 を呈 す る 。 覆 土 は2層 に分 か れ 、1層 目は
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黒 色 シ ル トで 、2層 目 は 暗褐 色 砂 で あ る 。 覆 土 か ら流 れ

込 み と考 え られ る 石 器 が 出 土 し た。

SD1091は 、確 認 で きた の が 南 北 方 向 の 一 部 と東 西 方

向 の 一 部 の み だ が 、 連 続 して い た一 連 の 溝 と思 わ れ る。

北 西 側 と南 側 端 部 は削 平 に よ り検 出 され なか っ た が 、S

D1090と 同 様 に北 側 で 直 角 に 曲 り、SD1090と 平 行 に走

る と考 え ら れ る溝 で あ る 。確 認 さ れ た 長 さ は南 北 方 向 が

4.8m、 東 西 方 向 が4.4mで あ る 。 幅0.1～0.2m、 確 認 面 か

ら の 深 さ7cmを 測 る。 断 面 形 は 底 面 が 平 坦 で 壁 面 が 急

角 度 で 立 ち上 が る 台 形 状 を 呈 す る。 覆 土 は1層 で 暗 褐 色

砂 を混 入 す る黒 色 シ ル トで あ る。

SD1460溝(第37図)

C区65-31Gで 検 出 さ れ た南 北 方 向 の 溝 で あ る。 全 長

2.9m、 幅0.2～0.7mで 、 確 認 面 か ら の深 さ6cmを 測 る 。

断 面 形 は 、 底 面 が 平 坦 で壁 面 が 急 角 度 で 立 ち上 が る台 形

状 を呈 す る。 覆 土 は2層 で 、1層 目 は 黒 色 シ ル ト、2層

目 は 地 山 土 を混 入 す る黒 色 シル トに な る 。 覆 土 か ら流 れ

込 み と考 え られ る縄 文 時 代 の 土 玉 が 出 土 した。

SD1676～1680・1699溝 他(第38図)

C区 北 西 側 の62・63-28・29Gで 検 出 さ れ た 溝 と土 坑 、

柱 穴 の 一 群 で あ る 。 南 側 でSB1793の 柱 穴 をSD1678・

1679が 切 る。 溝 内 に も柱 穴 が 確 認 され た が 、検 出段 階 で

は両 者 の 土 色 、土 質 と もに 近 似 す る こ とか ら判 別 で き な

か っ た 。

柱 穴 群 は20～80×20～60cmを 測 る 円 形 や 楕 円 形 を呈

し、確 認 面 か らの 深 さ10～30cmを 測 る 。

溝 はSD1676～1680が 南 北 方 向 の溝 で 、 ほ ぼ等 間 隔 に

並 ぶ 。 確 認 面 か ら の 深 さ は5～10cmを 測 る 。 長 さ は、

短 い もの で3.8m、 長 い もの は10.4mで あ るが 、 深 さが 浅

い こ とか ら、 削 平 を受 け て い る可 能 性 が 推 測 さ れ る。 主

軸 方 向 はSD1676・1677がN-16。-E、SD1678～1680

はN-17。-Eと な る。

掘 立 柱 建 物SB100・1785・1789・1790・1794の 主 軸 方

向 はN-18Q～21。-Eの 範 疇 に収 ま り、 溝 の 主 軸 方 向 と

ほ ぼ 一 致 す る こ と、 溝 の周 辺 及 び底 面 に柱 穴 の存 在 が 確

認 さ れ た 。 こ の こ とか ら、柱 穴 の 並 び等 か らは建 物 を構

成 で きな か っ た が 、 掘 立 柱 建 物 あ る い は 、 建 物 に伴 う施

設 の存 在 が 考 え られ る。

溝 、柱 穴 の覆 土 は共 に1層 で 、 溝 は風 化 礫 を混 入 す る

黒 褐 色 シル トで 、柱 穴 は黒 褐 色 、 黒 色 の シル トや黒 色 砂

質 シ ル トで あ る 。



IV出 土 した遺物

出土 した遺物

1縄 文時代の遺物

縄文時代の遺物は、縄文土器、土製品、石器 ・石製品

などが出土 した。土器は全体的に遺存状態が悪 く、状態

のよいものを抽出した。

縄文土器21点 、土製品1点 、石器 ・石製品11点 を抽出

して図示 した。時期が判別できる遺物から、縄文時代 中

期中葉の ものが中心である と考え られ るが、早期 ・前

期 ・後期のものも少 しずつ出土 している。

(1)縄 文土器 ・土製品(第39図1～22)

1は 、縄文時代早期後葉の条痕縄文土器の範疇 に含ま

れる。頸部か ら緩やかに外反する形で、部位は口縁部に

近いと思われる。細片であることか ら意匠の全体像 を把

握することは困難であるが、外面の文様は棒状工具で施

文された3本1単 位の沈線文による垂直な区画文の間に、

同 じく3本1単 位の斜め沈線文 をX字 状 に交差 させ るよ

うに配置している。内面にも、わずかに単節RLの 縄文

を施文 している。内 ・外面 ともに地文を貝殻腹縁 による

条痕が描出 している。黒褐色 を呈する胎土中に植物繊維

を多 く含み、細砂 も少量混 じる。器厚は約8㎜ である。

2・3は 、 ともに縄文時代前期前半の羽状縄文土器群

の範疇に含まれる。2は 口縁部片で、3の 部位は細片の

ため不明である。両者とも異原体 を結束 させ結束部分 を

強調する傾向が見 られる。2の 羽状縄文は約2cm幅 の施

文単位で、等間隔に3段 以上 にわたって施文 しているこ

とが分かる。3は 観察で きる事項が限られるが、約1cm

幅の施文単位で、結束部のみを強調する。2は 褐灰色、

3は 黒褐色の胎土色 を呈するが、胎土に細砂 ・石英粒 と

ともに繊維 を混入 させることで共通す る。器厚は2が

7.6mm、3が6mmで ある。

4～21は 、縄文時代 中期中葉の土器群の範疇に含 まれ

る。

4は 本遺跡 で唯一完形に復 元す ることがで きた もの

で、器形が鉢を示す。口径 ・底径比は2:1、 横 ・縦比

は7:4ほ どである。底部の厚みが1cm以 上あるのに対

し、体部の厚みは5～6㎜ 程である。器形は、体部から

口縁部にかけて内湾するようにな り、口唇部の内側で粘

土 を貼 り付けて、屈曲するような形である。

文様 は、体部には施 されず、口縁部のみを装飾する。

口縁部の内と外 に粘土紐 を貼付け、口唇部に外か ら器の

中心 に向かって棒状工具で刺突文 を施 している。体部は

内 ・外面 ともナデ調整が施されている。底部 には明瞭な

網代痕が残る。胎土は浅黄榿色で、細砂を少量混入 して

いる。

5～9は 、すべてB区SX76(倒 木痕)か ら出土 した

ものである。この遺構からは、他 にも遺物が出土 してい

るが、どれも遺存状態が悪 く磨耗が激 しいため、特徴が

わか りやすいもののみを限定 して示 した。

5は 深鉢の口縁部付近 と思われる。二本の粘土紐を貼

り付 けることで、横位の渦巻 き文 を描 き出している。胎

土はにぶい黄褐色を呈 し、細砂 ・石英等を混入する。器

厚は7.5㎜ 程である。

6も 深鉢の口縁部付近 と思われる。単節LR縄 文を縦

回転 させて地文をつけた後に、粘土紐 を貼 り付けて装飾

を施す。口唇部付近にはこれに沿 うように二本の平行線

を、また破片右下部分にはS字 状文 または渦巻状文を描

いている。胎土は褐灰色 を呈 し、粗砂 を多 く混入する。

器厚 は8.6mm程 である。

7は キャリパー型深鉢の口縁部付近と思われる。単節

RL縄 文 を縦 回転または横回転 させ て地文 をつけた後

に、粘土紐 を貼 り付けて装飾を施す。隆線は粘土を貼 り

付けた後、上面と側面に棒状工具で渦巻状の沈線を描い

ている。粘土紐 を二本貼付 けていた痕跡があるが、剥落

したと思われる。胎土は褐灰色を呈 し、粗砂 を多 く混入

す る。器厚は9㎜ 程である。

8は 深鉢の体部である。単節LR縄 文を縦位回転 させ

て地文をつけた後に、粘土紐を貼 り付 けて渦巻き文様の

装飾 を施す。胎土 ・施文方法が5と 共通することか ら同

一個体の可能性 もあるが、判然 としない。器厚は9㎜ 程

である。

9は 深鉢の波状口縁の波頂部である。文様は磨耗 して

いるため不明である。形から類推すると、口径40cm前 後
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の大型の深鉢になると思われるが、器厚は7㎜ 程 と薄い。

胎土はにぶい黄榿色を呈 し細砂を含むが、同遺構から出

土 した他の破片に比べ、胎土質が細やかで緊密である。

10は、小型深鉢の口縁部か ら頸部にかけての破片であ

る。口縁は四単位の波状 口縁になると思われる。口唇部

には沈線が描かれ波頂部で渦巻 き文となる。この沈線文

も4単 位になるようである。頸部から体部 にかけて単節

LR縄 文で地文を施す。頸部には二条の平行沈線文を描

いて、体部 には頸部 とは異なり鋭角に屈曲する二条の平

行区画文が描かれている。胎土は褐灰色を呈 し、細砂 を

混入する。器厚 は4.8mm程 である。

11は器種不明の口縁部である。単節LR縄 文を縦回転

させて地文 をつけた後 に、粘土紐 を貼 り付けることによ

り、口縁部 に平行になる隆線を形成する。粘土紐の接着

を緊密にするため、粘土紐の上下に棒状工具で抑えた痕

跡が沈線文 となっている。内面はナデ調整が施されてい

る。胎土はにぶい榿色 を呈 し、細砂 を混入する。器厚は

8㎜ 程である。

12～14は ともに粘土紐貼付け後、粘土紐の上面 と両側

縁 に調整を加 える施文方法で共通 している。器種は小形

のキャリパー型を示 している。12・13は 口縁部、14は 体

部の破片である。

12は外面 に単節RL縄 文を縦回転させて地文を付けた

後 に、粘土紐 を貼 り付けて渦巻 き沈線文などを描いてい

る。また、口唇部には二条の平行沈線文が描かれる。内

面はナデおよびケズリ調整が施 されている。胎土は緻密

で灰黄褐色を呈 し、細砂 を混入する。器厚は7～10.5㎜

程である。

13は外面 に単節RL縄 文の地文 と粘土紐貼付 けによる

隆線お よび沈線文が描かれる。なお、口唇部付近に平行

に貼 り付けられていた一条の粘土紐が剥落 した痕跡が看

取 される。内面はナデ調整が施 されている。胎土は褐灰

色 を呈 し、細砂 を混入する。器厚は6～10㎜ 程である。

14は外面 に単節LR縄 文の地文 を施す。粘土紐を貼 り

付 けて、平行な三条の曲線 を描 く。内面 は摩耗が激 し

く、調整の詳細 は不明である。胎土はやや粗雑でにぶい

黄褐色を呈 し、粗砂を混入する。器厚は7㎜ 程である。

15は器種不明の口縁部である。単節LR縄 文を横回転

させて地文 を施す。口縁部に平行 になるような沈線を描

く。沈線の上に粘土紐 を貼 り付けることにより、同じく

20

口縁部 に平行になる隆線を構戒 する。内面はナデ調整が

施されている。胎土はにぶい黄褐色を呈 し、細砂 を混入

する。器厚は6.7㎜ 程である。

16は小型深鉢の口縁部 と思われる。内外面 ともナデ調

整が施 されている。細片であるため、地文等の文様 は不

明である。胎土 はにぶい黄榿色 を呈 し、粗砂 を混入す

る。器厚 は5㎜ 程である。

17は深鉢の口縁部付近から剥落 した装飾体の一部と思

われる。渦巻 き文 による隆線が描かれている。胎土は緻

密で、にぶい黄榿色 を呈 し、細砂を混入する。

18～20は 深鉢の底部 と思われる。

18は粘土紐積み上げ部分から剥落 している。底面 には

粗い縄文が施文 されているが、磨耗および剥落のため詳

細は不明である。また、底面内側には底部 と体部 を接合

する際の押圧指頭痕が残る。底部になる粘土盤に、粘土

紐を円形にして乗せた後、底部粘土板の外縁を引き上げ

て接合 させたことがわかる。また、体部の外面は板状工

具を使用 したナデ調整が施 されているようである。胎土

は灰黄褐色を呈 し、細砂を混入する。底部の器厚は7㎜

程である。

19の体部には単節LR縄 文 を斜 回転 させて地文 を施

し、縦位 などの沈線を描出していることが分かる。底面

はよく研磨されているが、それに対 して内面の調整はや

や不十分である。中央部が窪んでいる。胎土は緻密であ

り、灰黄褐色を呈する。器厚 は5～7㎜ 程である。

20は細片であ り詳細は不明であるが、内外面 ともに指

によるナデ調整が施されている。胎土は粗砂を含み、に

ぶい黄榿色を呈する。器厚は8㎜ 程である。

21は縄文時代後期後葉の瘤付 き土器群の範躊に含 まれ

るもので、口縁部の破片である。平行沈線 が三条にわ

たって施文されていることがわかる。最も口縁部 に近い

沈線に瘤が取 り付 けられる。内面にはナデ調整が施 され

る。胎土は緻密で黒褐色を呈し、細砂 を混入する。器厚

は5㎜ 程でやや薄い。

22は 土製品であるが、装飾用の土玉 と思われる。魚網

用の土錘の可能性 も否定できないが、サイズが非常 に小

さく、重量 も軽いことから、土錘 としての用を満たさな

いのではないかと判断 した。直径3㎜ 程の穴は通 りが良

く、あらか じめ棒状の ものに粘土を巻 き付 けて成形 した

と思われる。胎土 は緻密で、にぶい黄榿色を呈する。



(2)石 器(第40図23～33)

石器は質の良いものがなく、未完成品や剥片がほとん

どである。

23は 石箆である。陵の峰が磨耗 していることから、使

い込まれたことがわかる。押圧剥離を行 った痕跡が先端

部お よび左側縁にあるが、裏面 は打ち欠かれている。

24は押圧剥離による二次調整の痕跡が若干見 られる剥

片である。

25は 石鍛である。先端部および基部をともに欠いてい

るが、全面を丁寧に調整 しているので、実際に使用 され

た ものと思われる。

26～30は ともに剥片である。いずれも明確な二次調整

の痕跡は見られない。 しか し、27・28は 石質が良好 なた

め実際に使用された可能性はあると思われる。

31は 凹石の可能性がある。上面に3つ 、下面に1つ の

凹みがあ り、所 々に研磨された痕跡が見 られる。

32・33は 磨石である。石材は32が 多孔質安山岩、33が

ホルンフェルスと思われる。

2奈 良 ・平安時代の遺物

(1)須 恵器(第41図34～36)

須恵器は以下の3点 のみである。

34は 甕の体部である。外面 にタタキ痕、内面にアテ痕

が残る。

35は こね鉢の体部である。ヘラナデによる調整が施さ

れている。底部内面 には、黒色化 した部分があ り、よく

使 われたことがわかる。

36は 壷の肩部 と思 われる。内面にカキメ調整が施 さ

れ、 自然粕がかかっている。外面は磨耗が激 しく調整の

詳細は不明である。

3中 世 の 遺 物

(1)甕 器系陶器(第41図37～39)

甕器系陶器は37～39の3点 であるが、胎土 ・器厚 ・調

整等の状態か ら、すべて同一個体であると判断 した。内

面に成形 または押印時に付いたと思われる指頭痕が同様

に見 られることから、3点 ともに甕の頸部か ら体部 にか

けての破片と思われる。外面 には複数方向か らナデ調整

を施 した痕跡が見 られ、胎土 には比較的大粒の白色砂粒

が混入する。また、39に は複線形の格子 目文に8角 形の

IV出 土 した遺物

菊花文を組み合わせた押印が見 られる。これらの特徴は

新潟県五頭山麓古窯の製品と近似するものであるが、全

く同 じとは断言で きない。 しか し、五頭山麓古窯をはじ

めとする常滑系陶器の系譜をたどるものであることは確

かであろう。13～14世 紀頃の ものと思われる。

(2)か わらけ(第41図40)

かわらけは40の 口縁部片1点 のみである。胎土はにぶ

い黄榿色を呈 し、内外面 ともにロクロナデ調整が施 され

ている。15世 紀代のものと思われる。

(3)青 磁(第41図41)

青磁 は41の1点 のみで、碗の底部である。高台は削 り

出しによって成形されてお り、高台内が盛 り上がる兜巾

高台になっている。内外面ともにオリーブ灰色の粕がか

かっているが、畳付けおよび高台内は露胎である。胎土

は緻密で黄灰色を呈する。15世 紀代の龍泉窯産製品 と思

われる。

(4)青 花(第41図42)

青花 は42の1点 のみで、皿の底部である。外面には高

台部 に圏線が描かれている。内面 にも見込み部分に圏線

が描かれ、その中に文様が描かれているが、細片のため

文様の詳細は不明である。内外面 ともにロクロナデ調整

が施 されたのち、透明粕がかけられるが、畳付けは露胎

である。高台内に削 り出 し成形時の痕跡が見 られる。 ま

た、高台の内側には焼成時に付着 したと思われる砂が多

く見 られる。器厚は3程 と薄い。16世 紀後半の景徳鎮

窯産製品と思われる。

4近 世 の 遺 物

近世の遺物は、磁器が43～50の8点 、陶器が51～53の

3点 、木製品が54の1点 が出土 している。以下に、個々

の特徴 をまとめる。

(1)磁 器(第41図43～50)

43は 碗の体部から底部の資料である。高台内が盛 り上

が り、兜巾高台となる。内外面に粕が施されるが、畳付

けと高台内は露胎である。外面に文様が描かれる。17世

紀中頃の肥前磁器 と思われる。

44は 皿の口縁部で内外面に紬が施 される。内面に鏑風

の文様がみられる。17世 紀初めの肥前磁器 と思われる。

45～49は 碗の破片資料である。

45は 口縁部で、内外面 に粕が施 され、外面 に二重圏線
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と草花文が描かれる。17世 紀末から18世紀前半の肥前磁

器と思われる。

46も 碗の口縁部片で、内外面に粕が施 され、内面に網

目文、外面 に二重網 目文が描かれる。18世 紀の肥前磁器

と思われる。

47は 碗の体部で、内外面に粕が施され、外面に文様が

描かれるが詳細は不明。

48も 碗の体部資料で、内外面に粕が施 され、外面に草

花文が描かれる。47・48と もに18世 紀の肥前磁器 と思わ

れる。

49は 碗の底部資料で、内外面に粕が施 され、内面には

貫入 と文様がみられる。17世 紀の肥前磁器 と思われる。

50も碗の底部で、内外面に粕が施され、内外面 と高台

に圏線が描かれる。19世 紀の肥前磁器 と思われる。

(2)陶 器(第41図51～53)

51は碗の底部である。ロクロ整形で、内面 に銅緑粕、

外面に灰粕が施される。見込み部 に重ね焼 き痕が残 り、

高台内は露胎である。17世 紀末から18世紀初めの肥前陶

器とお もわれる。

52は岸窯の香炉である。小片であるが、口唇部が扁平

に仕上げられていることがわかる。内外面 ともに黒褐色

の鉄粕が施 され、口唇部にはさらに黄褐色の灰粕が施 さ

れる。胎土は緻密で灰褐色を呈する。17世 紀半ば～18世

紀半ばにかけての ものと思われる。

53は会津本郷の播鉢の口縁部である。口縁部は外面に

張 り出 しを持つ形状である。内外面ともロクロナデ調整

が施されるとともに、暗赤灰色の鉄粕が施 される。内面

には卸目が入るが、詳細 は不明である。胎土は細砂を混

入するが緻密で、にぶい黄榿色を呈する。18世 紀代のも

のと思われる。

5そ の他の遺物

ここでは、建物の柱 と考えられる木製品 と年代特定が困

難な石製品を取 り上げる。

(1)木 製品(第42図54)

54はD区SPl265か ら出土 した柱材である。マツの丸

太材で、柱の根元部分のみが残る。外皮を除去 し、先端

部 を鋭利な道具で2方 向から削 り出 して尖 らせている。

また、先端から20cm程 のところにほその ように削 られた

部分がある。建物を構築 する際に縄 を巻 きつけたりした
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ものか、建築部材 を転用 したものかは定かでない。出土

した柱穴 と建物を構成す る組み合 わせは検出されない

が、13世 紀末～14世 紀末頃のものであるとい う年代測定

結果が得 られている(第V章 自然科学分析参照)。

(2)石 製品(第42図55～59)

55は 石墨状石製品である。断面が円形になるように加

工されている。灰 白色を呈する石材は滑石 と思われる。

56は 円盤状石製品であ る。両面 を平坦 に加工 してい

る。石材 は多孔質安山岩 と思われる。

57は 小型の石鉢である。A区SP342か ら出土 した。

加工は機能面の作 出に限 られ、外面全体 を自然面 とす

る。卵形の石材の中央を、球形に彫 り込む。石材は多孔

質安山岩と思われる。

58は 石皿 と思われる。57と 同様、加工 は機能面の作出

に限られ、外面全体 を自然面とする。石材は多孔質安山

岩 と思われる。

59は全面に炭が付着 した石製品である。A区 井戸SE

151底 部か ら出土 した。炉で使用 された後、井戸 の埋 め

戻 しに転用されたものであろうか。石材 は多孔質安山岩

と思われる。



V自 然科学分析

V 自然科学分析

パ リ ノ ・サ ー ヴ ェ イ株 式 会 社

1は じ め に

各遺構から出土 した木材 ・炭化材を対象としてAMS

法による放射性炭素年代測定 と樹種同定 を実施する。ま

た、土器胎土に関する情報 を得 るため、陶器片について

薄片作製 ・観察を実施する。

2木 材等の年代測定 ・樹種同定

(1)試 料

試料は、各遺構か ら出土 した木材3点(試 料番号3,6,

11)と 炭化材7点(試 料番号1,4,5,7,8,9,10)で ある。

このうち、試料番号3,6に は、合板状材 とされる試料 と

分割材状の木片がある。年代測定は合板状材について実

施 し、樹種同定は合板状材 と木片の各2点 について実施

する。 また、炭化材はいずれも複数片が認め られるが、

実体顕微鏡で観察 した範囲で複数種類が含まれる試料 も

ある。そのため、年代測定試料 は比較的大きく、年代測

定に必要な重量が得 られる破片 を選択 し、同 じ試料から

樹種同定用試料 も分割 した。 また、確認のため、年代測

定以外の炭化材について も樹種の確認を行 う。

(2)分 析 方 法

A)放 射 性 炭 素 年 代 測 定

試 料 は 、 超 音 波 煮 沸 洗 浄 と酸 ・ア ル カ リ ・酸 洗 浄(塩

酸1.2N,水 酸 化 ナ トリ ウ ムlN,塩 酸1.2N)に よ り、不 純

物 を取 り除 い た あ と、 グ ラ フ ァ イ トを合 成 し、 測 定 用 試

料 とす る 。 測 定 機 器 は 、NEC製 コ ンパ ク トAMS・1.5SDH

を用 い る。 放 射 性 炭 素 の 半 減 期 はLIBBYの 半 減 期5,568

年 を使 用 す る。 測 定 年 代 は1950年 を基 点 と した年 代(BP)

で あ り、誤 差 は標 準 偏 差(OneSigma;68%)に 相 当 す る年

代 で あ る 。 暦 年 較 正 は 、RADIOCARBONCALIBRATION

PROGRAMCALIBREV5.0(Copyright1986-2005MStuiver

andPJReimer)を 用 い 、誤 差 と して 標 準 偏 差(OneSigma)

を用 い る 。

B)樹 種同定

木材 は、剃刀の刃 を用いて木口(横 断面)・柾 目(放 射

断面)・板目(接 線断面)の3断 面の徒手切片 を作製 し、ガ

ム ・クロラール(抱 水クロラール,ア ラビアゴム粉末,

グリセ リン,蒸 留水の混合液)で 封入 し、プレパラー ト

を作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で木

材組織を観察 し、その特徴 を現生標本 と比較 して種類 を

同定する。

炭化材は 自然乾燥 させた後、3断 面の割断面 を作製

し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組

織 を観察 し、その特徴 を現生標本 と比較 して種類を同定

す る。

同定の根拠 となる顕微鏡下での木材組織の特徴等につ

いては、島地 ・伊東(1982)、Wheeler他(1998)、Rich

ter他(2006)を 参考 にする。 また、各樹種の木材組織に

ついては、林(1991)、 伊東(1995,1996,1997,1998,1999)

や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データ

ベースを参考 にする。

(3)結 果

A)放 射 性 炭 素 年 代 測 定

同位 体 効 果 に よ る補 正 を行 っ た測 定 結 果 を 表1、 暦 年

較 正 結 果 を 表2に 示 す 。 補 正 年 代 は、 試 料 番 号1が345

±20BP、 試 料 番 号3が870±25BP、 試 料 番 号4が445±

25BP、 試 料 番 号5が945±25BP、 試 料 番 号6が730±25

BP、 試 料 番 号7が955±25BP、 試 料 番 号8が375±25

BP、 試 料 番 号9が345±25BP、 試 料 番 号10が375±25

BP、 試 料 番 号11が615±25BPを 示 す 。 また 、測 定 誤 差 を

σ と し て 計 算 さ せ た 暦 年 較 正 結 果 は 、 試 料 番 号1が

calAD1,488-1,630、 試 料 番 号3がcalAD1,158-1,213、 試

料 番 号4がcalAD1,434-1,450、 試 料 番 号5がcalAD

1032-1,151、 試 料 番 号6がcalAD1,268-1,283、 試 料 番 号

7がcalAD1026-1,150、 試 料 番 号8がcalAD1,455-

1,616、 試 料 番 号9がcalAD1,490-1,631、 試 料 番 号10が

calAD1,454-1,616、 試 料 番 号11がcalAD1,300-1,393で あ

る 。
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暦年較正 とは、大気 中の14C濃 度が一定で半減期 が

5,568年 として算出された年代値 に対 し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中の14C濃 度の変動、及

び半減期の違い(14Cの 半減期5730±40年)を 較正する

ことである。暦年較正 に関 しては、本来10年 単位で表す

のが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年

較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討 に対応す

るため、1年 単位で表 している。いずれ木材や炭化材 を

表1放 射性炭素年代測定結果

測定試料としていることから、北半球の大気中炭素に由

来する較正曲線 を用いる。

暦年校正は、測定誤差 σ、2σ 双方の値を計算する。

σは統計的に真 の値が68%の 確率で存在する範囲、2σ

は真の値が95%の 確率で存在する範囲である。 また、表

中の相対比 とは、 σ、2σ の範囲をそれぞれ1と した場

合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 し

たものである。

番号 台帳番号 地区 遺構 種類 補正年代

BP

δ13C

(%)

CodeNo. MeaSurementNO.

1 61 A区 SKO515 炭化材 345±20 一27
.82±0.17 9908-1 PLD-9913

3 13・14 A区 SEO935 木製品(合 板状材) 870±25 一29
.04±0.29 9908-2 PLD-9914

4 43 A区 SDO936 炭化材 445±25 一24
.85±0.15 9908-3 PLD-9915

5 37 A区 SD1014 炭化材 945±25 一27
.54±0.17 9908-4 PLD-9916

6 18・90・91 A区 SE1110 木製品(合 板状材) 730±25 一25
.64±0.13 9908-5 PLD-9917

7 79 B区 SPOO90 炭化材 955±25 一26
.44±0.18 9908-6 PLD-9918

8 88・97 C区 SK1672 炭化材 375±25 一26
.36±0.21 9908-7 PLD-9919

9 82 C区 SD1678 炭化材 345±25 一24
.71±0.14 9908-8 PLD-9920

10 85 C区 SK1685 炭化材 375±25 一27
.53±0.17 9908-9 PLD-9921

11 22 D区 SP1265 木製品 615±25 一28
.28±0.12 9908-10 PLD-9922

1)年 代値の算出には、Libbyの 半減期5568年を使用。

2)BP年 代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付 記した誤差は、測定誤差σ

B)樹 種同定

樹種同定結果を表3に 示す。木材のうち、合板状材は

2点 ともイネ科の桿の集合 したものであった。残る木片

は針葉樹のマツ属複維管束亜属に同定された。一方、炭

化材は、試料番号1に5種i類 、試料番号4に3種 類、試

料番号9に2種 類、試料番号10に4種 類が認められた。

これらの炭化材は、保存が悪 く種類の同定 に至らなかっ

た4点 を除 く16点が針葉樹1種 類(マ ツ属複維管束亜属)

と広葉樹8種 類(ヤ ナギ属 ・カバ ノキ属 ・ブナ属 ・コナ

ラ属コナラ亜属コナラ節 ・クリ ・カエデ属 ・ミズキ属)

に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属(Pinussubgen .Diploxylon)

マツ科

軸方向組織 は仮道管 と垂直樹脂道で構成 される。仮道

管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩

材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放

射組織は仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エ ピセリウム細

胞で構戒 される。分野壁孔は窓状 となる。放射仮道管内

壁 には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、1

-10細胞高。

・ヤナギ属(Salix)ヤ ナギ科

(測定値 の68%が 入る範囲)を 年代値に換算 した値 。

散孔材で、道管 は単独 または2-3個 が複合 して散在

し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は、単穿孔

を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単

列、1-15細 胞高。

・カバノキ属(Betula)カ バノキ科

散孔材で、道管 は単独 または2-4個 が放射方向に複

合 して散在 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管

は階段穿孔を有 し、壁孔は密に対列状～交互状に配列す

る。放射組織は同性、1-4細 胞幅、1-30細 胞高。

・ブナ属(Fagus)ブ ナ科

散孔材で、管孔 は単独 または放射方向に2-3個 が複

合 して散在 し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密

度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔 を有 し、壁孔は

対列状 ～階段状 に配列する。放射組織 はほぼ同性、単

列、数細胞高のものか ら複合放射組織 まである。

・コナラ属 コナラ亜属 コナラ節(Quθrcussubgen .

Lepidobalaflussect.-Prinus)ブ ナ科

環孔材で、孔圏部は1-3列 、孔圏外で急激 に管径 を

減 じたのち、漸減 しなが ら火炎状に配列する。道管は単

穿孔 を有 し、壁孔は交互状 に配列する。放射組織は同

性、単列、1-20細 胞高のものと複合放射組織 とがある。

24



V自 然科学分析

表2暦 年較正結果

番号
補正年代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 相対比 CodeNo.

cal AD 1,488 一 cal AD 1,523 cal BP 462 一 427 0,389

cal AD 1,559 一 cal AD 1,562 cal BP 391 一 388 0,018

1 345±22

σ

cal AD 1,571 一 cal AD 1,604 cal BP 379 一 346 0,350
9908-1

cal AD 1,608 一 cal AD 1,630 cal BP 342 一 320 0243

2σ
cal AD 1,467 一 cal AD 1,530 cal BP 483 一 420 0,392

cal AD 1,539 一 cal AD 1,635 cal BP 411 一 315 0,608

σ cal AD 1,158 一 cal AD 1,213 cal BP 792 一 737 1,000

3 872±25
cal AD 1,047 一 cal AD 1,089 cal BP 903 一 861 0,158

9908-2
2σ cal AD 1,121 一 cal AD 1,139 cal BP 829 一 811 0,044

cal AD 1,149 一 cal AD 1,223 cal BP 801 一 727 0,798

σ cal AD 1,434 一 cal AD 1,450 cal BP 516 一 500 1,000
4 446±23

2σ cal AD 1,423 一 cal AD 1,467 cal BP 527 一 483 1,000
9908-3

cal AD 1,032 一 cal AD 1,049 cal BP 918 一 901 0242

σ cal AD 1,084 一 cal AD 1,124 cal BP 866 一 826 0,557

5 946±23 cal AD 1,137 一 cal AD 1,151 cal BP 813 一 799 0202 9908-4

2σ
cal AD 1,027 一 cal AD 1,059 cal BP 923 一 891 0256

cal AD 1,063 一 cal AD 1,155 cal BP 887 一 795 0,744

σ cal AD 1,268 一 cal AD 1,283 cal BP 682 一 667 1,000
6 730±23 9908-5

2σ cal AD 1,251 一 cal AD 1,294 cal BP 699 一 656 1,000

cal AD 1,026 一 cal AD 1,047 cal BP 924 一 903 0,329

σ cal AD 1,088 一 cal AD 1,122 cal BP 862 一 828 0,518

cal AD 1,138 一 cal AD 1,150 cal BP 812 一 800 0,154
7 957±24 9908-6

cal AD 1,022 一 cal AD 1,059 cal BP 928 一 891 0,314

2σ cal AD 1,066 一 cal AD 1,072 cal BP 884 一 878 0,021

cal AD 1,075 一 cal AD 1,155 cal BP 875 一 795 0,665

cal AD 1,455 一 cal AD 1,499 cal BP 495 一 451 0,669

σ cal AD 1,503 一 cal AD 1,512 cal BP 447 一 438 0,106

cal AD 1,601 一 cal AD 1,616 cal BP 349 一 334 0225
8 375±23 9908-7

cal AD 1,448 一 cal AD 1,523 cal BP 502 一 427 0,676

2σ cal AD 1,560 一 cal AD 1,561 cal BP 390 一 389 0,002

cal AD 1,572 一 cal AD 1,630 cal BP 378 一 320 0,322

cal AD 1,490 一 cal AD 1,524 cal BP 460 一 426 0,364

cal AD 1,558 一 cal AD 1,564 cal BP 392 一 386 0,047

9 343±23

σ
cal AD 1,570 一 cal AD 1,603 cal BP 380 一 347 0,358

9908-8
cal AD 1,609 一 cal AD 1,631 cal BP 341 一 319 0230

2σ
cal AD 1,469 一 cal AD 1,532 cal BP 481 一 418 0,378

cal AD 1,537 一 cal AD 1,635 cal BP 413 一 315 0,622

cal AD 1,454 一 cal AD 1,512 cal BP 496 一 438 0,778
σ

cal AD 1,601 一 cal AD 1,616 cal BP 349 一 334 0222

10 375±24 cal AD 1,448 一 cal AD 1,523 cal BP 502 一 427 0,665 9908-9

2σ cal AD 1,559 一 cal AD 1,562 cal BP 391 一 388 0,007

cal AD 1,571 一 cal AD 1,630 cal BP 379 一 320 0,328

cal AD 1,300 一 cal AD 1,324 cal BP 650 一 626 0,410

σ cal AD 1,345 一 cal AD 1,368 cal BP 605 一 582 0,401

11 617±24 cal AD 1,381 一 cal AD 1,393 cal BP 569 一 557 0,189 9908-10

2σ
cal AD 1,295 一 cal AD 1,334 cal BP 655 一 616 0,393

cal AD 1,336 一 cal AD 1,398 cal BP 614 一 552 0,607

1)計 算 には 、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAMCALIBREV5.02(Copyright1986-2005MStuiverandPJReimer)

を使用

2)計 算 には表 に示 した丸 め る前 の値 を使用 してい る。

3)1桁 目 を丸 め る のが慣 例 だが 、暦 年 較 正 曲線 や 暦 年較 正 プ ロ グラ ムが 改 正 さ れ た場 合 の再 計 算 や比 較 が行 い やす い よ うに、1桁 目 を

丸 め て い ない 。

4)統 計 的 に真 の 値 が 入 る確 率 は σは68%、2σ は95%で あ る

5)相 対 比 は 、 σ、2σ のそ れ ぞ れ を1と した場 合 、確 率 的 に真 の値 が 存 在 す る比 率 を相 対 的 に示 した もの で あ る。
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・ク リ(CastaneacrellataSieb .etZucc.)ブ ナ科 ク

リ属

環 孔 材 で 、孔 圏 部 は3-4列 、孔 圏 外 で 急 激 に管 径 を 減

じた の ち 、 漸 減 しな が ら火 炎 状 に 配 列 す る 。 道 管 は単 穿

孔 を有 し、壁 孔 は交 互 状 に配 列 す る 。 放 射 組 織 は 同性 、

単 列 、1-15細 胞 高 。

・カエ デ属(Acer)カ エ デ科

散 孔 材 で 、 管 壁 は 薄 く、 横 断面 で は角 張 っ た 楕 円形 、

単 独 また は2-3個 が 複 合 して 散 在 し、 年 輪 界 に 向 か っ

て 管 径 を漸 減 させ る 。 道 管 は単 穿 孔 を有 し、壁 孔 は対 列

～ 交 互 状 に 配 列
、 内壁 に は らせ ん 肥 厚 が 認 め られ る。 放

射 組 織 は 同性 、1-5細 胞 幅 、1-40細 胞 高 。 木 繊 維 が 木

表3樹 種 同 定 結 果

口面において不規則 な紋様 をなす。

・ミズキ属(Cornus)ミ ズキ科

散孔材で、管壁 は薄 く、横断面では角張った楕円形、

ほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔 を有 し、壁孔 は対

列～交互状に配列する。放射組織は上下縁辺部が直立細

胞 となる異性、1-4細 胞幅、1-30細 胞高。

・イネ科(Gramineae)

原生木部の小径の道管の左右に1対 の大型の道管があ

り、その外側に師部細胞がある。これらを厚壁の繊維細

胞(維 管束鞘)が 囲んで維管束を形成する。維管束は柔

組織中に散在 し、不斉中心柱 をなす。

番号 台帳番号 地 区 遺構 種類 樹種

1 61 A区 SKO515 炭化材

AMS カエデ属

その他

ブナ属

ミズキ属

コナラ属コナラ亜属 コナラ節

広葉樹(環 孔材)

3 13・14 A区 SEO935
木製品(合 板状材) AMS イネ科

木片 その他 マツ属複 維管束亜属

4 43 A区 SDO936 炭化材

AMS カバ ノキ属

その他
マツ属複 維管束亜属

広葉樹(散 孔材)

5 37 A区 SDIO14 炭化材
AMS 広葉樹(散 孔材)

その他 広葉樹(散 孔材)

6 18・90・91 A区 SEI110
木製品(合 板状材) AMS イネ科

木片 その他 マツ属複 維管束亜属

7 79 B区 SPOO90 炭化材
AMS コナラ属コナラ亜属 コナラ節

その他 コナラ属コナラ亜属 コナラ節

8 88・97 C区 SKI672 炭化材
AMS ク リ

その他 ク リ

9 82 C区 SD1678 炭化材
AMS カエデ属

その他 ミズキ属

10 85 C区 SK1685 炭化材

AMS ヤナギ属

その他

ブナ属

ク リ

ミズキ属

11 22 D区 SP1265 木製品 AMS マツ属複維管束亜属

(4)考 察

年代測定 を実施 した木材 ・炭化材 は、暦年較正結果か

ら、11-12世 紀 中頃(試 料番号5,7)、12-13世 紀初頭(試

料番号3)、13世 紀代(試 料番号6)、14世 紀代(試 料番

号11)、15世 紀 中頃(試 料番号4)、15世 紀後半一17世紀代

(試料番号1,8,9,10)に 分けられる。

暦年較正で11-12世 紀 中頃の年代 を示 した試料番号5

は溝跡から出土 した炭化材 で、樹種 は種類不明の広葉

樹、試料番号7は 、コナラ節であった。 コナラ節には、

本地域の落葉広葉樹林を構成する種類(ミ ズナラ)が 含

まれてお り、木材 は重硬で強度が高い材質を有する。周

囲で入手可能な木材 を利用 したことが推定される。

12-13世 紀初頭の年代 を示す試料番号3は 、合板状材

と木片があ り、合板状材は全てイネ科の桿(茎)が 集合

したものであり、萱材を束ねたような状態の ものと考え

られる。種類の同定には至 らなかったが、比較的丈夫で

あり、大型で木質化するイネ科のうち、組織の特徴が異

なるタケ亜科を除 くススキ属やヨシ属等 と考えられる。

一方、木片は複維管東亜属であった。13世 紀代の年代が
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得 られた試料番号6も 、年代はやや異なるが、試料番号

3と 同様の状態を示す試料であ り、イネ科の合板状材の

他に複維管束亜属の木片が混在する点 も類似する。

14世紀代 を示す試料番号11は 、分割加工された木製品

であるが、用途などの詳細は不明である。複維管束亜属

は、針葉樹 としては比較的強度が高 く、松脂を多 く含む

ために保存性 も良い。

15世紀中頃を示す試料番号4は 、溝跡から出土 した炭

化材で年代測定用が広葉樹のカバノキ属、その他の炭化

材に針葉樹の複維管束亜属 と種類不明の広葉樹が認めら

れた。カバノキ属は山地の落葉広葉樹林 に生育 し、重硬

で強度の高い材質 を有する種類が多い。複維管束亜属 と

は材質が異なってお り、炭化材 には材質の異なる複数の

種類が混在 していることが推定 される。

15世 紀後半一17世紀代 を示 した試料番号1,8,9,10は 、

土坑、溝跡等か ら出土 した炭化材である。試料番号1に

5種 類、試料番号9に2種 類、試料番号10に4種 類が認

め られ、複数の種類で構成 されている。一方、試料番号

8は クリ1種 類で構成 され、他の試料 とは傾向が異 な

る。これらの炭化材 に認め られた種類は、全て落葉広葉

樹であり、山地の落葉広葉樹林の主体をなすブナ属やコ

ナラ節の他、それらと共に森林 を形成するカエデ属、ク

リ、 ミズキ属や河畔林を構成するヤナギ属等が含 まれ

る。これらの種類が遺跡周辺 において落葉広葉樹林 を構

表4胎 土薄片観察結果

成 してお り、そこか ら木材 を入手、利用 していたことが

推定される。

3土 器の薄片作製 ・観察

(1)試 料

試 料 は、天矢場 遺跡 で検 出 され た柱 穴(A地 区SP

1087)よ り出土 した中世 とされる姿器系陶器片1点(試 料

番号2)で ある。陶器片 には、指頭痕とされる痕跡が認

められている。発掘調査所見では、文様の類似性か ら、

新潟県阿賀野市(旧 笹神村)の 五頭山麓古窯で製作され

た13～14世 紀のものである可能性が指摘されている。

(2)分 析方法

薄片は、試料の一部(粘 土試料 は樹脂 による固化の後)

をダイアモ ンドカッターで切断、正確 に0.03mmの 厚 さ

に研磨 して作製する。薄片は岩石学的な手法 を用いて観

察 し、胎土中に含まれる砂粒を構成する鉱物片および岩

石片の種類構成を明 らかにする。 また、胎土の基質は、

孔隙の分布する程度 と砂の配列や孔隙などの方向性の確

認や、基質を構成 する粘土が焼成の結果、 どの程度ガラ

ス化 してどの程度粘土鉱物として残存 しているか、酸化

鉄 などの鉄分 の含まれる程度について定性的 に記載す

る。

番号 試料 砂粒 砂粒の種類構成

鉱物片 岩石片 その他

全 淘 最 石 カ 斜 里 ジ 不 チ 流 多 花 海 孔 方 粘 含 長 ム 備

埜
里

汰
度

大
径

英 リ
長

長
石

曇
母 告

透
明 γ 盤

石
替
日日

塵
石

綿
骨

隙
度

向
性

土
残 墾

里
石
の 亨

考

石 ン 鉱 ト ● 石 類 針 存 溶 ト

物 デ
イ
サ
イ

英 量 融
度

化

ト

石英 には、高温 クラ ックが発達

2
姿器系
陶器片

○ △ 1.5 △ △ 十 十 十 十 十 十 十 △ 十 △ △ 十 十 △ △

す る。カ リ長石 ・斜長石 は結晶

表面部が溶融 している。ムライ

トはきわめて微細で、結晶度は

不 良 で あ る。

量比 ◎:多 量 ○:中 量 △:少 量+:微 量 ×:な し

程度 ◎:強 い ○:中 程度 △:弱 い ×:な し

(3)結 果 ・考察

観察結果を表4に 示す。砂粒 を中量程度含み、その主

体は石英 とカリ長石の鉱物片 と花崩岩類の岩石片から構

成 される。 また、微量の斜長石や黒雲母、ジルコンなど

の鉱物片やチャー トおよび流紋岩 ・デイサイ トの岩石片

なども認められた。また、石英には、高温クラックが発

達 し、カリ長石 ・斜長石は結晶表面部が溶融 している。
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さらに、長石のムライ ト化 も認められたが、結晶はきわ

めて微細で、結晶度は不良である。これ らは、焼成時の

高温による変化を示 してお り、五十嵐(2007)に よる基

準 に従えば、約1150℃ 程度の焼成温度が推定 される。 ま

た、胎土から推定されるその素材(粘 土や砂)の 採取地

は、花崩岩類の分布域 を背景 とする地域であることが考

るとされた五頭山麓古窯の地質学的背景である五頭山地

は、白亜紀に貫入 した花 闘岩類 によ り構成 されている

(新 潟 県,1989)。 した が っ て 、今 回 の 分 析 結 果 は 、 試 料

が五頭山麓古窯産であるとした場合には整合するもの と

言える。今後は、実際に窯跡出土試料の分析を行い、比

較するなどの検討が必要 と考えられる。

えられる。発掘調査所見により、その産地の可能性があ
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VI調 査 の ま とめ

調査 のまとめ

今回の調査 は、一般国道13号 上山バイパス改築事業に

伴 う天矢場遺跡の発掘調査である。調査は、遺跡範囲内

の遺跡 にかかる事業実施部分約4,500㎡ を対象 に実施 し

た。その結果、遺構は縄文時代の陥穴、中近世の掘立柱

建物、井戸、土坑、溝などが検出され、出土遺物は縄文

土器、土製品、奈良 ・平安時代の須恵器、中世 ・近世の

陶磁器、木製品など整理箱にして10箱 であった。以下に

その成果 を述べる。

天矢場遺跡 は、山形県南陽市大字川樋字天矢場に所在

し、白鷹丘陵と出羽山地に挟まれた谷状の地形西側に位

置する。標高は258mを 測る。

縄文時代の遺構は、陥穴がB区 で4基 確認 された。東

西方向に、3～3.5mの ほぼ等間隔に直線状 に配置されて

いる。陥穴 自体か ら遺物の出土は無かったが、周辺から

縄文時代中期 中葉のものを中心に、早期や後期 に属する

と思われる縄文土器片 と石鐵、石箆などの石器が出土 し

ている。 また、周辺には縄文時代晩期の遺跡 と考えられ

ている岩谷堂遺跡や縄文時代後期の住居が検出された加

藤屋敷遺跡が存在する。このことから、天矢場遺跡を含

む周辺には縄文時代の中期～晩期 にかけての集落跡が存

在 していたものと考えられ、陥穴や石鍼から天矢場遺跡

は当時の狩猟場の一部であったと推測される。

中世から近世の遺構は、掘立柱建物18棟 、井戸6基 、

土坑、溝などが確認 された。遺物は13～19世 紀代 のもの

が出土 している。年代測定では炭化材は11～17世 紀代、

建物の柱材であるSP1265出 土の木柱 は14世 紀代 の結果

が得られている。

掘立柱建物 はA区 に14棟 が集中し、B・C区 に各2棟

が分布するのみである。確認された建物規模 と棟数は、

1×3間 が6棟 、2×3間 が4棟 、1×3間+廟 は3棟 、

1×2問 、2×2問 、2×3問+廟 、2×6問+廟 、2

×3間+3面 廟が各1棟 であった。

これ ら建物の主軸方向や位置から、N-11Q～120-E

の主軸方向となるSB1782・1783・1787と 、それに対 し

ほぼ直角の主軸方向のSB99・1777・1793の 構成 となる

A群 。N-18。 ～21。-Eの 範疇の主軸方向 となるSB

100・1785・1789・1790・1794の 構i成となるB群 。但 し、

位置関係か らSB1789とSB1790間 で建て替えがあった

と思われる。N-26。 ～28。-Eの 主軸方向 となるSB

1784・1788・1791の構成 となるC群 。N-14。-Eの 主軸方

向のSB1500と 、それに対 しほぼ直角の主軸方向となる

SB1792で 構i成されるD群 。以上4群 が想定 される。

各群の新旧関係 は、切 り合いなどが無いため不明であ

る。所属時期は遺物の年代や木柱の年代測定の結果か ら

13～17世 紀頃と考 えられ、4時 期に分かれると推定され

る。なお、SB1781・1786の2棟 は主軸方向 と位置か ら

は構戒 される群が判断できなかった。

溝は、ほぼ軸線が掘立柱建物と一致するものが多 く、

井戸、土坑についても出土 した炭化材の年代測定の結果

は、一部古い年代 を示 したものもあるが、概ね13～17世

紀代の範疇であることから、建物の時期 と併行すると考

えられる。

遺物は、13～16世 紀代の中世陶磁器、かわらけ、17～

19世紀代の近世陶磁器が多 く出土 した。

中世陶器には、複線形の格子目文に菊花文を組み合わ

せた押印がある姿器系陶器がある。この特徴は、新潟県

五頭山麗古窯の製品と類似することから常滑系陶器の系

統であると考えられる。同窯製と思われる陶器は寒河江

市三条遺跡、南陽市上野遺跡 ・檜原遺跡か ら出土 してい

る。磁器では龍泉窯産の青磁や景徳鎮窯産の青花などの

輸入磁器が出土 している。

近世陶磁器では、17世 紀中～18世 紀 にかけての伊万里

や17世 紀初の初期伊万里の磁器が多 くみられ、他 に17～

18世紀の肥前、岸窯や会津本郷産の陶器がある。北陸地

方や中国大陸、九州、福島地方などとの物資の交流の片

鱗が うかがえる。但 し、遺跡周辺の館跡 との関連や、建

物群の詳細な時期や変遷など、今後 さらに検討 してい く

必要がある。

34



VI調 査 の ま とめ

引用 ・参考文献

阿古島功ほか

佐藤鎮雄ほか

佐藤鎮雄ほか
佐藤鎮雄ほか

小野栄ほか

1983

1990

1986

1996

2001「 置賜 の歴史』

入問田宣夫ほか1999

長井政太郎ほか1968

東置賜郡教育会1938
一志茂樹ほか1990

誉 田慶恩ほか1992

谷口康浩1989「 条痕文系土器様式」 「縄文土器大観1』

阿子 島香ほか1999

佐藤正俊2008『 縄文式土器の見方 ・

黒坂禎二1989「 羽状縄文系土器様式」 「縄文土器大観1』

白鳥良一1989「 前期大木式土器様式」 「縄文土器大観1』

丹羽茂1989「 中期大木式土器様式」 「縄文土器大観1』

安孫子昭二1989「 瘤付土器様式」 『縄文土器大観4』

水 澤幸一ほか2003

柴田徹1991「 考古学のための岩石鑑定 ミニ図鑑」『東海大学校地内遺跡調査 団報告書2』

押切智紀ほか2007

小林圭一2007『 上 ノ山館跡発掘調査報告書』

堀江格 ほか1998「 岸窯跡一近世窯跡 の調査一』

黒坂雅人ほか1999

伊藤元1999「 睦合館跡発掘調査 報告書』

「土地分類基本調査 赤湯 ・上山』 山形県

「南陽市史』 南 陽市

「南陽市史 考古資料編』 南陽市

「南陽市史 年表』 南陽市

郷土出版社

『山形県中世城館遺跡調査報告書 第1集 』 山形県教育委員会

『赤湯町史』 赤湯町史編集委員会

『東置賜郡史』東置賜郡教育会

「日本歴史地名体系6山 形県の地名』 平凡社

「角川 日本地名大辞典6山 形県』 角川書店

小学館

「東北大学埋 蔵文化財調査年報12』 東北大学埋蔵文化財調査研究セ ンター

考え方一早期末葉か ら前期前半の土器を例示 して一』 財団法人 山形県埋蔵文化財 センター談話会資料

小学館

小学館

小学館

小学館

「二軒茶屋遺跡』 中条町埋蔵文化財調査報告第27集 中条 町教育委員会

東海大学校地内遺跡調査委員会 ・調査団

「檜原遺跡発掘調査報告書』 財団法人山形県埋蔵文化財セ ンター

財団法人山形県埋蔵文化財セ ンター

福島県埋蔵文化財報告書第111集 福島市 ・福島市教育委員会 ・財 団法人福 島市振興公社

「城南一丁 目遺跡発掘調査報告書』 財 団法人山形県埋蔵文化財セ ンター

財 団法人山形県埋蔵文化財 センター

35



36



37



38



39



40
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遺構実測図

第20図 遺構配置図15
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観察表

※掘立柱建物観察表注

1.位 置:検 出グ リッ ド

2.規 模:梁 と桁 の長 さか ら算 出

3.構 造:柱 配置 か らの間取 り

表1掘 立 柱 建 物 観 察表(1)

4.略 図 縮 尺:1/200

5。 柱 間寸 法:m

遺 構 番 号SB99

図版 番 号 第21図

位 置68-32NE

長 軸 方 向N-800-W

規 模26.65㎡

構 造1×3問

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP1 楕円形 25 18 12

2 SP2 円形 20 17 10

3 SP3 楕円形 22 18 10

4 SP4 隅丸方形 25 23 16

5 SP5 楕円形 26 22 11

6 SP6 隅丸方形 23 22 15

遺 構 番 号SB100

図版 番 号 第22図

位 置69-32NE

長 軸 方 向N-180-E

規 模11.88㎡

構 造2×2間 総 柱

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP14 楕円形 55 40 30

2 SP16 隅丸方形 33 26 25

3 SP17 円形 25 25 16

4 SP18 隅丸方形 33 33 28

5 SPI9 円形 38 33 26

6 SP20 円形 40 35 33

7 SP21 円形 34 34 25

8 SP22 楕円形 35 30 一

遺 構 番 号SB1500

図版 番 号 第22図

位 置63-31SE

長 軸 方 向N-14.-E

規 模21.42㎡

構 造1×3問

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP1490 円形 30 27 13

2 SP1504 円形 37 34 23

3 SP1505 円形 35 27 32

4 SP1503 円形 25 20 7

5 SP1502 円形 23 20 8

6 SP1501 円形 40 30 5

7 SP1631 円形 22 22 5

遺構 番 号SB1777

図版 番 号 第23図

位 置66-33

長 軸 方 向N-81.-W

規 模9.44㎡(13.10㎡)

構 造1×3間 廟 有 り

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深さ
cm

1 SP1301 円形 20 20 21

2 SP1302 楕円形 24 17 15

3 SP1305 円形 32 32 22

4 SP1308 楕円形 53 37 18

5 SP1311 円形 27 27 9

6 SP1313 円形 37 37 20

7 SP1314 円形 40 40 9

8 SP1320 楕円形 25 18 14

9 SP1319 円形 30 30 22

10 SP1318 円形 38 38 25
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観察表

表2掘 立柱建物観察表(2)

遺 構番 号SB1781

図 版番 号 第23図

位 置67-30NW

長 軸 方 向N-5。-E

規 模10.26㎡(15.39㎡)

構 造1×3問 廟 有 り

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP152 円形 30 30 37

2 SP156 隅丸方形 30 26 23

3 SP157 円形 30 30 34

4 SP160 円形 24 24 17

5 SP161 楕円形 28 20 19

6 SP162 円形 25 25 17

7 SP193 円形 32 32 25

遺構 番 号SB1782

図版 番 号 第24図

位 置66-31SE

長 軸 方 向N-11。-E

規 模17.55㎡

構 造1×3問

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深さ
cm

1 SP136 円形 30 30 35

2 SP164 円形 32 27 15

3 SK113 不整形 90 67 28

4 SP106 円形 25 25 22

5 SP125 円形 22 22 24

遺 構番 号SB1783

図 版番 号 第24図

位 置65-30

長 軸 方 向N-12。-E

規 模23.76㎡

構 造2×3間

備 考

1 2

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SPl474 楕円形 44 30 38

2 SPl473 楕円形 35 31 38

3 SP179 円形 30 30 31

4 SP225 円形 30 28 21

5 SPl530 不整形 45 32 6

遺構 番 号SB1784

図版 番 号 第25図

位 置66-29NE

長 軸方 向N-270-E

規 模24.32㎡(30.08㎡)

構 造1×3間 廟 有 り

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP361 円形 22 20 26

2 SP362 円形 21 18 22

3 SP365 円形 26 22 25

4 SP311 円形 28 22 29

5 SP330 円形 23 23 38

6 SP350 円形 22 22 21

7 SP347 円形 25 25 27

8 SP300 円形 33 30 20

9 SP305 円形 22 18 7

10 SP309 円形 22 22 31
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表3掘 立柱建物観察表(3)

遺 構 番 号SB1785

図版 番 号 第25図

位 置65-29SE

長 軸 方 向N-1go-E

規 模25.53㎡

構 造2×3間

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深さ
cm

1 SP368 楕円形 33 23 8

2 SP329 円形 33 30 14

3 SP293 円形 42 28 21

4 SP288 円形 22 20 26

5 SP521 円形 17 14 9

6 SP327 円形 30 30 26

遺構 番 号SB1786

図版 番 号 第26図

位 置67-29NE

長 軸方 向N-400-E

規 模21.44㎡

構 造2×3問

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP456 隅丸方形 55 26 18

2 SP465 隅丸方形 22 18 17

3 SP413 円形 32 25 21

4 SP418 円形 20 20 17

5 SP421 円形 24 24 12

遺 構 番 号SB1788

図版 番 号 第26図

位 置64-29SW

長 軸 方 向N-28。-E

規 模13.26㎡

構 造1×3間

備 考

No.
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP482 隅丸方形 32 23 10

2 SP479 円形 23 23 13

3 SP255 楕円形 24 16 13

4 SP240 円形 16 16 6

5 SP245 円形 25 25 18

6 SP477 円形 25 25 16

遺構 番 号SB1787

図版 番 号 第27図

位 置66-28W

長 軸 方 向N-110-E

規 模62.04㎡(69.84㎡)

構 造2×6問 痛 有 り

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深さ
cm

1 SP605 隅丸方形 27 22 26

2 SP452 円形 37 30 25

3 SP437 円形 32 32 30

4 SP415 円形 24 10 8

5 SP409 円形 42 36 41

6 SP400 円形 48 38 31

7 SP392 円形 45 40 39

8 SP317 楕円形 32 21 27

9 SP378 円形 26 26 30

10 SP373 円形 30 25 22

11 SP370 円形 38 30 37

12 SP399 円形 42 32 32

13 SP408 円形 28 23 20

14 SP414 円形 26 26 14

15 SP438 円形 16 16 16

76



観察表

表4掘 立柱建物観察表(4)

遺 構 番 号SB1789

図 版 番 号 第28図

位 置64-29S

長 軸 方 向N-200-E

規 模17.68㎡

構 造1×3問

備 考

遺 構 番 号SB1791

図版 番 号 第28図

位 置64-28S

長 軸 方 向N-260-E

規 模14.64㎡(21.96㎡)

構 造2×3間?廟 有 り

備 考

遺 構 番 号SB1790

図版 番 号 第29図

位 置64-29E

長 軸 方 向N-1go-E

規 模35.28㎡

構 造2×3間

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP509 円形 30 25 24

2 SP495 円形 37 23 19

3 SP480 円形 25 25 24

4 SP251 楕円形 26 22 31

5 SP244 円形 22 22 16

6 SP415 楕円形 24 10 8

7 SP490 円形 31 26 24

No.
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP868 楕円形 一 一 28

2 SP597 円形 35 35 40

3 SP544 楕円形 52 42 19

4 SP538 円形 30 30 38

5 SP581 円形 26 26 26

6 SP589 円形 一 一 一

7 SP649 楕円形 33 35 30

8 SP574 楕円形 40 32 35

9 SP578 円形 31 26 37

10 SP534 円形 45 42 34

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP568 円形 24 24 21

2 SP514 円形 26 23 13

3 SP502 円形 25 25 43

4 SP500 楕円形 70 50 7

5 SP484 円形 32 32 23

6 SP508 円形 30 30 34

7 SP555 楕円形 43 30 32

8 SP610 円形 30 30 38
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表5掘 立柱建物観察表(5)

遺 構 番 号SB1792

図版 番 号 第30図

位 置64-29NE

長 軸 方 向N-760-W

規 模28.80㎡

構 造1×3問

備 考

5

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP550 円形 34 30 32

2 SP551 円形 38 38 36

3 SP558 円形 35 30 35

4 SP638 円形 32 32 6

5 SP579 円形 25 25 27

6 SP573 円形 35 32 31

7 SP511 円形 37 33 44

8 SP498 円形 35 35 33

遺 構 番 号SB1794

図版 番 号 第30図

位 置64-26SE

長 軸 方 向N-21。-E

規 模10.25㎡

構 造1×2問

備 考

Nα
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SP991 円形 29 29 25

2 SP987 円形 31 24 28

3 SP983 円形 50 42 19

4 SP996 楕円形 36 30 25

5 SK994 円形 95 95 20

遺 構 番 号SB1793

図版 番 号 第31図

位 置63-28

長 軸 方 向N-770-W

規 模46.44㎡(73.24㎡)

構 造2×3間3面 廟

備 考

No.
柱穴
番号

柱 穴
平面形

長軸
cm

短軸
cm

深 さ
cm

1 SK1681 円形 58 55 25

2 SK686 楕円形 105 72 33

3 SP696 不整形 一 一 28

4 SK829 楕円形 87 60 21

5 SP851 円形 一 一 16

6 SK845 隅丸方形 65 63 一

7 SP658 円形 26 26 19

8 SK657 楕円形 64 53 38

9 SK632 円形 70 70 38

10 SK608 円形 128 97 42

11 SP1768 円形 16 14 10

12 SP848 円形 40 33 11

13 SP607 楕円形 85 40 38

14 SP553 円形 38 38 19

15 SP1748 円形 102 86 36

16 SP1671 円形 58 50 40

17 SP1674 円形 50 50 36

18 SP1686 不整形 一 一 30

19 SP1766 円形 36 30 38

20 SP1680 円形 30 30 22

21 SK730 不整形 99 36 23

22 SP828 円形 47 41 21
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表6遺 物観察表 縄文土器 ・土製品

挿図 遺物 器種番
号 番号

部位
計測値(mm)型式

ロ径 底径 器高 器厚
文様 縄文 調整技法 出土

原体 外面 内面 底部 地点
備考

1深 鉢 体部 条痕縄文 (61) 8 (外)条 痕文RLナ デ ナデ(内)縄文 SP753繊 維混 入

2深 鉢 口縁部 大木2a (70) 8
(夕D羽 ♪1犬糸吊LR文
、異原 帯、結 ナデ 不明RL

束あ り

SP70繊 維 混入

3不 明 体部 力 大木2a (25) 6 (外)羽状縄LR ナデ 不明
文結束強調RL

や
混

や
維

に
載

も
謙

と
る

面
す

外
耗

内
摩
入

3214DS

4鉢 完形 大木8a176861095～6.5
(口縁)刺 突
文、隆線 文
〈隆帯 〉

69-31ナデ ナデ 網代痕
RP1

5不 明 口縁 部 ヵ 大木8a (50)
(夕9横 位渦11
巻文〈隆帯 〉 不明 不明 SX76内 面摩耗

6深 鉢 力 口縁部付近 大木8a (57)
(外)縄 文、隆

9線 文、渦巻文LR不 明 不明
〈隆帯 〉

内外 面 と もに摩耗
SX76激 しい、キャリパー

型深鉢 力

7深 鉢 力 口縁部付近 大木8a (54)7.2～8.8
(外)縄 文、渦RL不 明 ナデ

隆帯(粘 土 紐 貼 り
付 け部)落 、外 面SX76
は摩耗激 しい、キ ャ
リパ ー型 ヵ

8深 鉢 体部 大木8b (92)
(外)縄 文、渦LR11
巻文〈隆帯 〉 不明 ナデ SX76

9深 鉢 口縁部 不明 (41)6.5～7.2 不明 不明 SX76波 状 口縁

10深 鉢 口縁部 大木8b(120) (82) 5

巻
文

、文

蝸
線
驚

唇
沈
遜
η

旧
文
桝
判

LRナ デ ナデ SK113

3911不 明 口縁部 大木8 (25) 8 (外)縄 文、隆LRナ デ ナデ
線文く隆帯 〉

65-30

12浅 鉢 ヵ 口縁部 大木8b (45)7～10.5 、リ
デ
ズ

ナ
ケデナLR

平
渦
隆

ヘ
へ
く

文
文
文

縄
線
線

D

沈
沈

〉

汐
行
巻
帯

SK1672キ ャ リパ ー 型 ヵ

13深 鉢 口縁部 大木8b
(外)縄 文 、隆

(38)6～10線 文〈隆帯 〉、RLナ デ ナデ
沈線文

SX1648隆 帯(口 縁部)落

14深 鉢 体部 大木8b (49)
(外)縄 文、隆LR7
線文〈隆帯 〉

ナデ 不明 SK12

15不 明 口縁部 大木8a (17)4～6.7

(外)縄 文、沈
線文、隆線文LRナ デ ナデ
〈隆帯 〉

SP610

16深 鉢 口縁部 不明 (21) 5 ナデ ナデ SE935

17深 鉢 口縁部 大木8a (28)10～18
(外)隆 線文 、LRナ デ ナデ
渦巻文〈隆帯 〉

SX1451

18深 鉢 底部 不明 90(38)5.8～11 ナデ ナデ 縄文 ヵ
SK433 輪積 み部 か ら 落
RP3

19深 鉢 底部 大木8b (66)(25)・ 一・ 織 織 ・沈 ・Rナ デ ㌶
ナ デ 、
ミ ガキ

SP551

20深 鉢 底部 不明 (80)(21) 8 ナデ ナデ ナデSK113

21深 鉢 口縁部 瘤付土器 (26) 5 (外)沈 線文 、瘤 ナデ ナデ SK1433

22土 玉又は土錘 28 12 SD1460
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表7遺 物観察表 石器

挿図 遺物 器種番
号 番号

石材
計測値(mm)

長さ 幅 厚さ

量
ー

重
㎏ 破損状況 加工状況 出土

地点 備考

23石 箆 頁岩 43,8 表 面先 端 部、裏面2810
.813,5 上部、左 下部 両面を2次 加工 表土

24剥 片 頁岩 38 34.510.813.2先 端 部 、裏 面 基 部 両 面 を2次 加 工 SX1436

25石 鍛 石英 (23.8)12 5 1.6先 端 部 、基 部 両面を2次 加工
SD1014
RQ6

26剥 片 頁岩 73.554.618.256.2完 形 SP1307

27剥 片 石英 58.840.220.434.6完 形 SP1698ガ ラス質、白濁・黒濁部 あ り

4028剥 片 頁岩 23 24.33.21.3完 形
SD936
(66-28)

29剥 片 頁岩 27.514.85.72.0完 形 63-29

30剥 片 頁岩 37.5 18 5.83.9完 形 SD1090

31凹 石 不明 (178)101.528714.4基 部
表面 に2ヶ 所、裏面 に
1ヶ 所の窪み 表土

多孔質32磨石
安山岩

5 4.94.7115.2完 形 全面研磨
SK470
RQ5

33磨 石 ホル ンフェルス5.7 5.34.8186.2完 形 全面研磨 表土

表8遺 物観察表 須恵器

挿図 遺物 器種
番号 番号

部位
計測値(mm) 調整技法

ロ径 底径 器高 器厚 内面 外面 底部
胎土 ・焼 成 出土施紬等

地点
備考

34甕 体部 (45)6.8～8.5ア テ タ タキ 7.5YR5/1褐 灰 色 、

細 砂 、良 、緻 密
表土 外面摩耗激 しい

4135こ ね鉢 体 部
ロクロナ(58)9～12 ロ ク ロ
デ

10YR5/1褐 灰色、
粗砂(白 色)少 量 、良、

緻密

SE1023

36壺 肩部 力
ロ ク ロ(42)7 不 明

カ キ メ

2.5Y6/1黄 灰 色 、

長 石 ・雲 母(少 量)、 良
(内)自然粕 表土 外面摩耗激 しい

表9遺 物観察表 陶磁器(1)

挿図 遺物 種別
番号 番号 器種

年代
計測値(mm) 調整技法

ロ径 底径 器高 器厚 内面 外面 底部
胎土

出土施紬等
地点 備考

37甕13～14C

盗
器

38系 甕13～14C
陶

器

39甕13～14C

指頭痕 ・9～12 ナデ
ナデ

2.5Y5/1黄 灰 色 、長 石 ・

石 英 ・雲 母 、良(堅)

五頭 山麓古窯 にSP1087
近似

指 頭 痕 ・ ナ デ10～11

ナ デ

2.5Y5/1黄 灰 色 、長 石 ・

石 英 ・雲 母 、良(堅)

五頭 山麓古窯 にSP1087

近似、断面合成

指頭痕 ・ 押印 ・9～12
ナデ ナデ

2.5Y5/1黄 灰 色 、長 石 ・

石 英 ・雲 母 、良(堅)

五頭 山麓古窯 に65-27
近似、断面合成

40

か
わ
ら
け

15C
ロ ク ロ ロ ク ロ1

.8～4.6 ナ デ ナ デ
10YR7/4に ぶい黄榿

色 、良(堅)
SP634

41

41蔑 碗 15C
ロ ク ロ ロ ク ロ54(19)9

.5～1.7 ナ デ ナ デ
切 り離2.5Y6/1黄 灰色 、良
し高台(堅)、 緻密

2.5GY6/1

オ リー ブ灰

色

龍泉窯
69-32高 台 露 胎、兜 巾

高台

42恥 ・6C後半 70(16.5)2,7～5.0ロ ク ロ ロ ク ロ
2.5Y8/1灰 白色 、良 、 内外あ り

緻密

景徳鎮
切 り離 し高 台、
砂 目積 み痕 、

表土 〈内・見込 み〉
圏線 ・不明文、
〈外 ・高台付近 〉

圏線

43 碗17C中

嬰
44農 皿17C初

器

42
ロ ク ロ ・ロ ク ロ

草 花 文 ヵ

切り離
し高台

N8/0灰 白色、良、緻密 内外あ り、SD424高 台 露 胎、兜 巾
貫入あ りRP2高 台

(19.5)4.2ハ ケ ロ ク ロ
10YR8/1灰 白色、良、 内外あ り

緻密
TT

45 碗17C末 ～18C初 2.5～3.5ロ ク ロ ロ ク ロ N8/0灰 白色、良、緻密 内外あ り
二重 圏線 ・草花69-33
文
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表10遺 物観察表 陶磁器(2)

挿図遺物 種別番
号 番号 器種

年代
計測値(mm) 調整技法

口径 底径 器高 器厚 内面 外面 底部
胎土 施粕等 出土

地点 備考

46 碗17C末 ～18C初 (20)2～2.8ロ クロ ロクロ

2.5Y8/1灰

白色、良、緻 内外あ り
密

〈内〉網 目文暗渠
〈外 〉二重網 目文

47 碗 18C (22)4～6.5ロ クロ ロクロ

7.5Y8/1灰

白 内外あ り色
、良、緻密

暗渠 〈外 〉植物文 ヵ

里剛 碗48

磁
器

18C (29)3.2～4.8ロ クロ ロクロ

灰
緻

ユ

へ

別
良

R

・

Y
色

10
白
密

内外あ り67-28〈 外 〉草花文

49 碗 18C (9)6ロ クロ ロクロ

10YR8/1灰

白色、良、緻 内外あ り
密

TT〈 内・見込 〉貫入あ り

41

50 碗 17C (15)5ロ クロ ロクロ

10YR8/1灰
白色、良、緻 内外あ りSX1363
密

〈内〉圏線
〈外 〉圏線、
〈高台部 〉圏線

里
剛51
陶
器

碗 19C 42(19)4.8～6.2ロ クロ ロクロ
2.5Y7/1灰 内外あ り
白色、やや(高 台 内
不良、緻 密 露胎)

〈見込 み部 〉

重ね焼 き痕、施粕 な しSX1363(
内)銅 緑粕
(外)灰 紬

52岸 香炉17C中 ～18C前 (10)6～9.5ロ クロ ロクロ

7.5YR4/2灰

褐 色 、良 、緻

密

内外あ り

(体部)
鉄粕7.5YR2/2黒 褐色SX1363

(口縁部)灰粕
2.5YR5/3黄 褐色

鉢揺

会
津
本
郷

53 18C (310) (60)8.3～15.5ロ クロナデ ロクロナデ

10YR6/4に
ぶい黄榿
色、

細砂、良、緻
密

内外あ りSK1692
鉄紬10R4/1
暗赤灰色

表11遺 物観察表 木製品

挿図番遺物番
ロ ロ
7ヲ7ヲ 種類

計測値(mm)

長さ 幅 径
形状 ・加工状況 他 出土地点 備考

4254 柱材(マ ツ) 328 145 114 先端部 、胴部 に加工痕 あ りSP126513C末 ～14C末

表12遺 物観察表 石製品

挿図 遺物
番号 番号 器種

計測値(mm)

長さ 幅 厚 さ

量
ー　

重
ー 破損状況 出土地点 備考

55 石墨状石製品 28.6 6.2 5.6 2.0 完形 SD1054 断面 が円形 になる よ
うに加工

56 円盤状石製品 38.6 36 11～13 17.9 完形
SK395正 面 ・裏面 を平 坦 に
RQ4加 工

4257 石鉢 168 208 123 2600 完形 SP342 卵形の石の中央を球
形に掘 り込んで整形

58 石皿 力 183 214 76 2200 完形 XO 自然剥離の可能性も
あり

59 石製品 197 158 60 2700
一部割れ

あ り
SE151炉 に使用 された石 ヵ
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所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
Oノ 〃 Oノ 〃

調査期間
m2

調査原因

20070517
やまかたけん

山形県 ～

てん や ば い せき

なんよう し

南陽市 平成18年 度
20070717

一般国道13号

天矢場遺跡 おおあさかわとい 6213 38QO5/27" 140Q11/25" 4500㎡ 上山バイパス
大字川樋
あさてん や ば

登録 20071001 改築事業
字天矢場 ～

20071106

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構i 主な遺物 特記事項

縄文土器 縄文時代 と中世・近世の

狩猟場 縄文時代 陥穴4
土製品

石器

複合遺跡。縄文時代は、

陥穴が4基 検出 され、

石製品 早期末葉から後期後葉

にわたる土器 が出土 し
てん や ば い せき

天矢場遺跡
奈良時代

須恵器 て い る。 中世 ・近 世 につ
平安時代

いては、18棟の掘立柱建

集落跡 掘立柱建物18 陶磁器 物 を は じ め 、 こ れ に 伴

中世 井戸6 木製品 う井戸や溝が多数検出

近世 土坑 石製品 され た 。

溝 (文化財認定箱数:10)

白鷹丘陵と出羽山地 に囲まれた谷状の地形の西側に立地する遺跡である。縄文時代には狩猟場の一部

であったと推測される直線状に並ぶ陥穴が見つかった。隣接する加藤屋敷遺跡で も縄文時代後期の住居

が検出されていることから関連が考 えられる。
要 約

中世以降では、13～17世 紀頃に建て られたと考えられる建物が検出され、主軸方向などか ら4時 期に

大別されると思われる。また、出土遺物か ら福島や北陸、九州地方の他、中国大陸 との物資の交流の一

端がうかがえる。
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